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委員会の審査報告
市政一般質問
報告に対する質疑・一般質問気になるその後
議決結果一覧・3月定例会のお知らせ
委員会等の活動報告
新病院関連記事・行政視察の受け入れ
令和3年度議会報告会 中学生との意見交換会
意見募集・回答・編集後記

みずなみ議会ちゃんねる。
あなたと議会をつなぐお届け便

市議会ホームページ

令和 3年 11月2日（火）令和３年度議会報告会～中学生との意見交換会～
　市議会議場に瑞浪市立各中学校の代表生徒を招いて、令和３年度議会報告会として『中学生との意見交
換会』を開催しました。
　各中学校３年生により考えられた「自分たちが住むまちの課題」や「瑞浪市の将来」に対する意見・提案等
が、代表生徒により述べられました。各中学校のそれぞれの意見等を真摯に受け止め、議員が答弁しました。

※中学生との意見交換会の特集はP14、P15にあります。

平成30年6月議会で、幼少期から大人になるまでの母子手帳
の採用について一般質問しています。今後のこども庁設置に
伴い、切れ目のない手帳が実現するよう、今後も提案してい
きたいと考えています。

こども庁の設置は大賛成です。母子手帳が成人するまで1冊
見ればすべてが分かるようになると思います。

現状は、紙面の都合等により、掲載を見
送っておりましたが、今後、ホームページ
と連携した紙面づくりを検討していきま
す。

「ホームページをご覧ください」や「ホー
ムページに記載しています」は、アドレス
や検索方法を記載すべきと思います。

ありがとうございます。見やすくわかりやすいペー
ジ作りを目指してきました。今後も皆様の手に取っ
ていただける冊子になるよう努力します。

文字の大きさが見やすく、色使いがあることで、
読みやすさがさらに向上していると思う。

　
令
和
４
年
を
迎
え
、
２
月
と
も
な

れ
ば
少
し
日
も
長
く
な
っ
て
い
る
事

で
し
ょ
う
。本
年
最
初
の
発
行
で
す
が
、

今
年
度
の
広
報
広
聴
委
員
に
と
っ
て

は
最
後
の
編
集
作
業
と
も
な
り
ま
す
。

見
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
議
会
広

報
紙
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
記
事
の
中
で
も
紹
介
し
て

い
ま
す
が
、
11
月
に
瑞
浪
市
立
３
中

学
校
生
徒
会
の
皆
さ
ん
を
迎
え
議
会

報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
オ
ン
ラ

イ
ン
か
議
場
開
催
か
迷
っ
た
と
こ
ろ

で
し
た
が
、
感
染
対
策
を
万
全
に
し
、

議
場
で
開
催
す
る
事
が
で
き
、
議
会

と
中
学
校
双
方
が
有
意
義
な
時
間
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
時

の
様
子
は
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

動
画
公
開
中
で
す
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
10
月
に
は
、
３
中

学
校
の
３
年
生
全
員
と
の
事
前
レ
ク

チ
ャ
ー
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
、

な
ん
と
5
０
０
以
上
の
質
問
も
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
答
え
に
つ
い
て

も
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
思
う
よ
う
な
活
動

が
で
き
な
か
っ
た
面
も
あ
り
ま
す
が
、

一
年
間
「
議
会
ち
ゃ
ん
ね
る
。」
を
読

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
て
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

委
員
　
榛
葉
　
利
広

３
月
定
例
会
の
予
定

編
集
後
記

◆
会
期

　２
月
2２
日（
火
）〜
３
月
２３
日（
水
）

◆
市
政一般
質
問

　3
月
17
日（
木
）9
時
〜

　3
月
18
日（
金
）9
時
〜

◆
会
場 

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
講
堂

瑞浪市議会や、「議会ちゃんねる。」に対する
ご意見・ご要望をお聞かせください。

メール　gikaigikai@city.mizunami.lg.jp　　ＦＡＸ　0572-68-2043

選挙や不在者投票の効率化についてご意見をいただきました。

「議会ちゃんねる。」へのご意見にお答えします！

　10月31日投開票が行われた衆議院議員選挙の際、不都合を感じられた市内の高校
から、「オンライン投票の実施」や「不在者投票の申請をオンライン化して効率化
を図られたい」など、貴重なご意見をいただきました。オンライン投票やオンライ
ンによる申請は全国的に共通する事項であり、公職選挙法にかかる内容のため、瑞
浪市選挙管理委員会に確認し、ご意見をいただいた高校へ文書にて回答しました。

議員の答弁を真剣なまなざしで聞く生徒
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12月
定例会
会 期

11月25日から　
　12月21日まで

12
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
し
ま
し
た
。審
査
し
た
内
容
の
一
部
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

上
程
さ
れ
た
案
件
は
、本
会
議
で
採
決
し
ま
し
た
。※

採
決
結
果
は
、11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

予算決算委員会

一般会計補正予算の主な質疑

介護保険事業特別会計の主な質疑

　予算決算委員会で審査を行った補正予算について、子育て支援や３回目のワクチン接種、
ふるさと納税など計12億4,770万円の補正予算を可決しました。

ふるさと納税寄附金の受け入れを4,000万円増額補正し、総額は2億円が見込まれます。これに伴い、ふ
るさと納税に対する返礼品や郵送料の事務経費が約1,900万円増額となりました。

一般会計補正額（第11号～第14号）　　　　　　　　　12億1,720万円
国民健康保険事業特別会計補正額　(第2号)　　　　　　　  ▲1,600万円
介護保険事業特別会計補正額　　　　　　　　　　　　　　　4,650万円

ふるさと納税過去最高額に

新型コロナウイルスワクチン接種事業が１２月から順次始まりました。
３回目接種も万全に

介護保険料増加抑制のために、剰余金を介護保険給付準備基金に積み立てます。
介護保険料の基金積み立て

子育て世帯臨時特別給付金を１８歳以下の子どもに給付します。
子育て世帯に安心の年末を

ふるさと納税が増額した要因はなにか。
ふるさと納税の増加の要因は、窓口となる、ふるさと納税ポータルサイ
トを増やしたことと、返礼品を100種類ほど増やしたためと考える。

問

答

子育て世帯臨時特別給付金は令和３年12月と令和４年１月
以降に分けて給付とのことだが、令和３年中に給付できない
対象者の見込みはどのようか。
令和４年1月以降に給付する対象者は、申請が必要となる高
校生等で1,100人程度を見込んでいる。

問

答

３回目のワクチン接種スケジュールはどのようか。
１月の広報にワクチンニュースを折り込んで周知し、２回目のワクチン接種から８か月経過する方に
２～３週間前より接種案内を送付する予定である。

問

答

介護保険事業会計の剰余金約4,800万円は基金に積み立てず、保険料が上がらないようにすべきではないか。
保険料は第８期瑞浪市高齢者福祉計画・介護保険事業計画で算定している。第８期計画では、基金
を財源とすることで、第７期の保険料を据え置いている。次回の保険料改定は第９期計画の令和６年
度からで、基金残高を勘案して算定していく。

問

答

返礼品で人気の瑞浪ボーノ
ポークハム詰合わせ

子育て世帯に臨時特別給付金

総務民生文教委員会

　令和２年７月の大雨により崩壊した稲津小学校グラウンドの北側法面の復旧工事
に追加工事が必要となり、工事契約内容が変更されます。
　追加工事は、土砂を置いていたグラウンドが重みで沈下したことを受けクレイ補装
等を行うもので、当初の契約と比べて約3,500万円契約金額が増えることになります。

稲津小学校のグラウンド整備に追加工事
議第85号　工事請負契約の締結について

変更契約の内容は事前に想定できなかったのか。問

想定はしていたが、グラウンドの損傷具合が明確になったタイミングで契約変更することを考えていた。答

問
答

稲津小学校
グラウンド工事の様子

　建築基準法施行令が平成26年に改正されたことにより不適格状態になっていた
総合文化センターのホールやエントランスの天井等について、改修工事が行われます。
　工期は令和4年12月28日までで、一般競争入札により新興建設株式会社と1億
8,700万円で契約しました。

総合文化センターの天井等を改修します
議第86号　工事請負契約の締結について

工事期間中、文化センターの使用制限はあるのか。
ホール、ホワイエ、エントランス、展示室以外は使用可能である。2階正面玄関が使用できない時期があ
るが、随時利用者等へ周知していく。

問
答

　農産物等直売所の指定管理者が、令和8年度まで、みずなみアグリ株式会社に決定しました。

指定管理者が決まりました
議第82号　指定管理者の指定について

建設予定のBBQ場の指定管理はどのようか。
BBQ場は農産物等直売所と一体であり、指定管理者が管理運営する。指定管理料はその際に見直すことになる。

問

答

　本業を持ちながらも、地域の安全・安心の確保のために活動している消防団員の処遇が
改善されます。災害が激甚化・多発化する中、消防団員に求められる役割も次第に多様化・
複雑化しており、その適切な処遇のあり方については常に検討されてきました。今回の主な
改正は下表のようになります。

消防団員の処遇が改善されます
議第80号　瑞浪市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

団員報酬増額の改正であるが、予算はどの
ように確保するのか。
一般財源にて予算を確保することとなる
が、地方交付税措置の対象となっている。

総合文化センター

経済建設委員会

訓練中の消防団員
出動報酬
出動種別
災害
警戒
訓練
その他
災害
警戒
その他

1,500
1,500
1,500
1,500
1,500
1,500
1,500

8,000
4,000
3,000
3,000
8,000
4,000
3,000

団長
副団長
分団長
副分団長
部長
班長
団員

82,500
69,000
50,500
45,500
37,000
37,000
36,000

82,500
69,000
50,500
45,500
38,000
37,000
36,500

5,000 5,000

(旧）費用弁償 (新）出動報酬 団員別(階級) (旧）年額報酬 (新）年額報酬

※出動報酬は1日あたりの額（4時間未満は半額）

(円） 年額報酬 (円）

基
本
団
員

基
本
団
員災

害
支
援
団
員

災害支援団員

委員会の審査報告

令和３年度 補正予算の審査令和３年度 補正予算の審査令和３年度 補正予算の審査令和３年度 補正予算の審査

委員会の審査報告委員会の審査報告
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一般会計補正予算の主な質疑

介護保険事業特別会計の主な質疑

　予算決算委員会で審査を行った補正予算について、子育て支援や３回目のワクチン接種、
ふるさと納税など計12億4,770万円の補正予算を可決しました。

ふるさと納税寄附金の受け入れを4,000万円増額補正し、総額は2億円が見込まれます。これに伴い、ふ
るさと納税に対する返礼品や郵送料の事務経費が約1,900万円増額となりました。
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ふるさと納税過去最高額に

新型コロナウイルスワクチン接種事業が１２月から順次始まりました。
３回目接種も万全に

介護保険料増加抑制のために、剰余金を介護保険給付準備基金に積み立てます。
介護保険料の基金積み立て

子育て世帯臨時特別給付金を１８歳以下の子どもに給付します。
子育て世帯に安心の年末を

ふるさと納税が増額した要因はなにか。
ふるさと納税の増加の要因は、窓口となる、ふるさと納税ポータルサイ
トを増やしたことと、返礼品を100種類ほど増やしたためと考える。
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以降に分けて給付とのことだが、令和３年中に給付できない
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令和４年1月以降に給付する対象者は、申請が必要となる高
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　追加工事は、土砂を置いていたグラウンドが重みで沈下したことを受けクレイ補装
等を行うもので、当初の契約と比べて約3,500万円契約金額が増えることになります。

稲津小学校のグラウンド整備に追加工事
議第85号　工事請負契約の締結について

変更契約の内容は事前に想定できなかったのか。問

想定はしていたが、グラウンドの損傷具合が明確になったタイミングで契約変更することを考えていた。答
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8,700万円で契約しました。

総合文化センターの天井等を改修します
議第86号　工事請負契約の締結について

工事期間中、文化センターの使用制限はあるのか。
ホール、ホワイエ、エントランス、展示室以外は使用可能である。2階正面玄関が使用できない時期があ
るが、随時利用者等へ周知していく。

問
答

　農産物等直売所の指定管理者が、令和8年度まで、みずなみアグリ株式会社に決定しました。

指定管理者が決まりました
議第82号　指定管理者の指定について

建設予定のBBQ場の指定管理はどのようか。
BBQ場は農産物等直売所と一体であり、指定管理者が管理運営する。指定管理料はその際に見直すことになる。
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答

　本業を持ちながらも、地域の安全・安心の確保のために活動している消防団員の処遇が
改善されます。災害が激甚化・多発化する中、消防団員に求められる役割も次第に多様化・
複雑化しており、その適切な処遇のあり方については常に検討されてきました。今回の主な
改正は下表のようになります。

消防団員の処遇が改善されます
議第80号　瑞浪市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

団員報酬増額の改正であるが、予算はどの
ように確保するのか。
一般財源にて予算を確保することとなる
が、地方交付税措置の対象となっている。

総合文化センター

経済建設委員会

訓練中の消防団員
出動報酬
出動種別
災害
警戒
訓練
その他
災害
警戒
その他

1,500
1,500
1,500
1,500
1,500
1,500
1,500

8,000
4,000
3,000
3,000
8,000
4,000
3,000

団長
副団長
分団長
副分団長
部長
班長
団員

82,500
69,000
50,500
45,500
37,000
37,000
36,000

82,500
69,000
50,500
45,500
38,000
37,000
36,500

5,000 5,000

(旧）費用弁償 (新）出動報酬 団員別(階級) (旧）年額報酬 (新）年額報酬

※出動報酬は1日あたりの額（4時間未満は半額）

(円） 年額報酬 (円）

基
本
団
員

基
本
団
員災

害
支
援
団
員

災害支援団員

委員会の審査報告

令和３年度 補正予算の審査令和３年度 補正予算の審査令和３年度 補正予算の審査令和３年度 補正予算の審査

委員会の審査報告委員会の審査報告
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市政一般質問
辻 　 正 之（新政クラブ）
　・子どもの健全育成について
　・災害関連における地域社会での支え合いについて

棚 町　  潤（創政みずなみ）
　・保護猫活動の推進について

柴 田 増 三（創政みずなみ）
　・学校における部活動等について

舘 林 辰 郎（日本共産党）
　・職員給与改定について
　・介護保険の施設利用者への補足給付について
　・第６次瑞浪市総合計画の財政推計と令和４年度予算
　　編成方針について

熊 谷 隆 男（新政クラブ）
　・第４次瑞浪市定員適正化計画について

三輪田幸泰（新政クラブ）
　・ごみの減量化について

柴田幸一郎（創政みずなみ）
　・一病院化による新病院の建設について
　・企業及び団体の社会貢献活動について

奥 村 一 仁（創政みずなみ）
　・Ｕターン促進について

大久保京子（新政クラブ）
　・アイフレイル対策について
　・ＤＶ、虐待の現状について

山 下 千 尋（新政クラブ）
　・協働のまちづくり体制の更なる充実について
　・一病院化による本市へのマイナス効果の軽減について

成 瀬 徳 夫（瑞政）
　・豪雨による浸水被害対策について
　・東濃５市消防通信指令業務消防指令センターの設置
　　場所について

榛 葉 利 広（公明党）
　・糖尿病重症化予防について
　・デジタル化によるプッシュ型行政サービスについて

　市政一般質問では、議員が市長等に対し、行政全般にわたり市の施策や方針など諸問題について質問し、答弁を求めます。
　12月定例会では12人の議員が20の標題にわたって質問をしました。質問した議員ごとに主な質問を掲載しています。

一般質問映像
検索はこちらから

柴田幸一郎（創政みずなみ）

１
０
０
年
に
一
度
の
疫
病
を

　
　
　
　
　
　 

市
と
一
緒
に
戦
っ
た

　
　
１
０
０
年
に
一
度
の
疫
病

を
市
と
一
緒
に
戦
っ
た
勇
敢
な

企
業
及
び
団
体
の
主
な
内
容
は

ど
の
よ
う
か
。

　
　
本
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
お
け
る
企

業
及
び
団
体
か
ら
い
た
だ
い
た

社
会
貢
献
活
動
と
し
て
は
、①

マ
ス
ク
、
消
毒
液
、
体
温
計
な

ど
の
物
品
等
の
寄
贈
が
22
事
業

所
と
7
団
体 

②
施
設
に
行
う

感
染
防
止
作
業
（
市
庁
舎
１
階

カ
ウ
ン
タ
ー
及
び
３
幼
児
園
の

保
育
室
等
へ
の
光
触
媒
に
よ
る

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
を
2
事
業
所 

か
ら
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
社
会
貢
献
活
動
を
し

て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
は
、

御
礼
状
を
送
る
ほ
か
、
功
労
者

表
彰
式
に
お
い
て
感
謝
状
を
贈

呈
し
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
て

い
る
。
　
　
　 【
民
生
部
次
長
】

恵
南
地
域
を
含
む
広
域
の
病
院

　
　
瑞
浪
市
は
恵
南
地
域
を
含

む
広
域
で
の
病
院
問
題
を
考
慮

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
恵
南
地
域
の
多
く
の
方
も

東
濃
厚
生
病
院
に
受
診
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
基
本
構
想

（
案
）
に
お
い
て
も
主
な
診
療

圏
と
し
て
、
医
療
需
要
を
推
計

し
て
い
る
。
東
濃
厚
生
病
院
は

恵
南
地
域
に
患
者
送
迎
バ
ス
の

運
行
を
し
て
い
る
た
め
、
今
後

の
交
通
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
も

運
営
を
担
う
J
A
岐
阜
厚
生
連

に
考
慮
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

要
望
し
て
い
る
。
ま
た
、
東
濃

厚
生
病
院
の
後
利
用
を
検
討
す

る
協
議
会
に
は
、
恵
那
市
も
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
、

新
病
院
の
建
設
に
つ
い
て
も
恵

那
市
の
御
意
見
も
い
た
だ
く
中

で
事
業
を
進
め
て
い
く
。【

市
長
】

問答 問答

㈱ダイナムによる
光触媒コーティング

が
企
画
し
た
地
域
活
動
を
通
じ

て
、
ま
ち
へ
の
愛
着
、
誇
り
、

共
感
等
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

の
醸
成
を
図
り
、
若
者
の
将
来

的
な
Ｕ
タ
ー
ン
や
定
住
意
欲
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。【

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

　
　
瑞
浪
市
の
人
口
減
少
を
抑

制
す
る
た
め
に
は
、Ｕ
タ
ー
ン

促
進
に
よ
る
転
入
者
の
増
加
を

中
長
期
的
に
実
現
し
て
い
く
こ

と
が
有
効
だ
と
考
え
る
。

　
小
・
中
学
校
に
お
け
る
ふ
る

さ
と
教
育
を
更
に
充
実
さ
せ
、

地
域
愛
の
醸
成
を
図
っ
て
は
ど

う
か
。

　
　
ふ
る
さ
と
教
育
を
瑞
浪
市

教
育
の
重
点
施
策
の
一
つ
と
し
、

郷
土
に
対
す
る
愛
着
や
誇
り
を

持
つ
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
令
和
４
年
度
に
は
商
工
課
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
瑞
浪
に
愛

着
を
も
つ
子
ど
も
を
育
て
る
新

た
な
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

本
市
の
発
展
に
貢
献
し
て
く
れ

た
り
魅
力
を
発
信
し
て
く
れ
た

り
す
る
大
人
に
育
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

奥村一仁（創政みずなみ）

　
　
域
学
連
携
推
進
事
業
を
更

に
発
展
さ
せ
、Ｕ
タ
ー
ン
促
進
、

移
住
・
定
住
に
つ
な
が
る
課
題

に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
今
年
度
は
大
学
生
が
本
市

の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

施
策
を
考
え
る
「
オ
ー
タ
ム
ス

ク
ー
ル
２
０
２
１
」
の
開
催
や
、

市
職
員
と
市
内
高
校
生
・
大
学

生
が
協
力
し
、
人
気
ゲ
ー
ム
ソ

フ
ト
「
あ
つ
ま
れ
　
ど
う
ぶ
つ

の
森
」
を
活
用
し
た
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
を

行
う
な
ど
、
本
市
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
い
、
住
み
た
い
と

感
じ
て
も
ら
う
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
は
域
学
連
携
活
動

を
更
に
発
展
さ
せ
、
学
生
自
ら

地
域
と
の
関
わ
り
に
よ
る
愛
着
心

域
学
連
携
に
よ
る
U
タ
ー
ン
促
進

問答 問答

みずなみ島で
検索してみてください

「
ア
イ
フ
レ
イ
ル
」
早
期
受
診
を

大久保京子（新政クラブ）

家
庭
内
暴
力
の
増
加
や
深
刻
化

　
　
本
市
に
お
け
る
D
V
や
子

ど
も
へ
の
虐
待
の
状
況
は
ど
の

よ
う
か
。

　
　
D
V
相
談
受
付
件
数
は
、

平
成
30
年
度
8
件
、
令
和
元
年

度
5
件
、
令
和
2
年
度
11
件
。

D
V
を
受
け
た
後
、
瑞
浪
市
へ

避
難
し
て
き
た
ケ
ー
ス
は
令
和

2
年
度
に
3
件
あ
っ
た
。
配
偶

者
と
と
も
に
子
ど
も
へ
の
暴
力

が
あ
っ
た
身
体
的
虐
待
は
こ
こ

3
年
間
な
か
っ
た
が
、
子
ど
も

の
面
前
で
配
偶
者
等
に
対
し
暴

力
を
振
る
う
心
理
的
虐
待
は
令

和
2
年
度
に
4
件
あ
っ
た
。

【
民
生
部
次
長
】

　
コ
ロ
ナ
禍
の
様
々
な
状
況
に

よ
る
家
庭
内
暴
力
の
増
加
や
深

刻
化
が
懸
念
さ
れ
る
。
民
生
部
・

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
と
関
係
機

関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
相
談
・

支
援
体
制
の
強
化
・
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

　
　
眼
病
は
高
齢
に
な
る
ほ
ど
、

病
気
を
発
症
す
る
人
が
増
え
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
40
〜
50
代

の
世
代
も
例
外
で
な
く
、
早
期

発
見
・
早
期
治
療
が
重
要
と
な

る
が
、
ア
イ
フ
レ
イ
ル
対
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
ア
イ
フ
レ
イ
ル
対
策
は
、

見
に
く
さ
や
視
力
低
下
、
眼
に

違
和
感
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
、

加
齢
に
よ
る
も
の
と
放
置
せ
ず
、

早
期
に
眼
科
受
診
を
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

早
期
受
診
に
つ
な
が
る
よ
う
啓

発
活
動
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
今
後
は
更
に
、
特
に
目

の
衰
え
が
気
に
な
る
40
代
を
中

心
と
す
る
世
代
に
対
し
、
検
診

な
ど
の
保
健
事
業
の
機
会
を
利

用
し
て
、
日
本
眼
科
啓
発
会
議

が
作
成
し
た
「
ア
イ
フ
レ
イ
ル

自
己
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
活

用
に
つ
い
て
周
知
す
る
等
取
り

組
ん
で
い
く
。  【
民
生
部
次
長
】

問答 問答

出典：アイフレイル啓発公式サイト

市政一般質問市政一般質問
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市政一般質問
辻 　 正 之（新政クラブ）
　・子どもの健全育成について
　・災害関連における地域社会での支え合いについて

棚 町　  潤（創政みずなみ）
　・保護猫活動の推進について

柴 田 増 三（創政みずなみ）
　・学校における部活動等について

舘 林 辰 郎（日本共産党）
　・職員給与改定について
　・介護保険の施設利用者への補足給付について
　・第６次瑞浪市総合計画の財政推計と令和４年度予算
　　編成方針について

熊 谷 隆 男（新政クラブ）
　・第４次瑞浪市定員適正化計画について

三輪田幸泰（新政クラブ）
　・ごみの減量化について

柴田幸一郎（創政みずなみ）
　・一病院化による新病院の建設について
　・企業及び団体の社会貢献活動について

奥 村 一 仁（創政みずなみ）
　・Ｕターン促進について

大久保京子（新政クラブ）
　・アイフレイル対策について
　・ＤＶ、虐待の現状について

山 下 千 尋（新政クラブ）
　・協働のまちづくり体制の更なる充実について
　・一病院化による本市へのマイナス効果の軽減について

成 瀬 徳 夫（瑞政）
　・豪雨による浸水被害対策について
　・東濃５市消防通信指令業務消防指令センターの設置
　　場所について

榛 葉 利 広（公明党）
　・糖尿病重症化予防について
　・デジタル化によるプッシュ型行政サービスについて

　市政一般質問では、議員が市長等に対し、行政全般にわたり市の施策や方針など諸問題について質問し、答弁を求めます。
　12月定例会では12人の議員が20の標題にわたって質問をしました。質問した議員ごとに主な質問を掲載しています。

一般質問映像
検索はこちらから

柴田幸一郎（創政みずなみ）

１
０
０
年
に
一
度
の
疫
病
を

　
　
　
　
　
　 

市
と
一
緒
に
戦
っ
た

　
　
１
０
０
年
に
一
度
の
疫
病

を
市
と
一
緒
に
戦
っ
た
勇
敢
な

企
業
及
び
団
体
の
主
な
内
容
は

ど
の
よ
う
か
。

　
　
本
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
お
け
る
企

業
及
び
団
体
か
ら
い
た
だ
い
た

社
会
貢
献
活
動
と
し
て
は
、①

マ
ス
ク
、
消
毒
液
、
体
温
計
な

ど
の
物
品
等
の
寄
贈
が
22
事
業

所
と
7
団
体 

②
施
設
に
行
う

感
染
防
止
作
業
（
市
庁
舎
１
階

カ
ウ
ン
タ
ー
及
び
３
幼
児
園
の

保
育
室
等
へ
の
光
触
媒
に
よ
る

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
を
2
事
業
所 

か
ら
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
社
会
貢
献
活
動
を
し

て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
は
、

御
礼
状
を
送
る
ほ
か
、
功
労
者

表
彰
式
に
お
い
て
感
謝
状
を
贈

呈
し
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
て

い
る
。
　
　
　 【
民
生
部
次
長
】

恵
南
地
域
を
含
む
広
域
の
病
院

　
　
瑞
浪
市
は
恵
南
地
域
を
含

む
広
域
で
の
病
院
問
題
を
考
慮

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
恵
南
地
域
の
多
く
の
方
も

東
濃
厚
生
病
院
に
受
診
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
基
本
構
想

（
案
）
に
お
い
て
も
主
な
診
療

圏
と
し
て
、
医
療
需
要
を
推
計

し
て
い
る
。
東
濃
厚
生
病
院
は

恵
南
地
域
に
患
者
送
迎
バ
ス
の

運
行
を
し
て
い
る
た
め
、
今
後

の
交
通
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
も

運
営
を
担
う
J
A
岐
阜
厚
生
連

に
考
慮
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

要
望
し
て
い
る
。
ま
た
、
東
濃

厚
生
病
院
の
後
利
用
を
検
討
す

る
協
議
会
に
は
、
恵
那
市
も
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
、

新
病
院
の
建
設
に
つ
い
て
も
恵

那
市
の
御
意
見
も
い
た
だ
く
中

で
事
業
を
進
め
て
い
く
。【

市
長
】

問答 問答

㈱ダイナムによる
光触媒コーティング

が
企
画
し
た
地
域
活
動
を
通
じ

て
、
ま
ち
へ
の
愛
着
、
誇
り
、

共
感
等
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

の
醸
成
を
図
り
、
若
者
の
将
来

的
な
Ｕ
タ
ー
ン
や
定
住
意
欲
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。【

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

　
　
瑞
浪
市
の
人
口
減
少
を
抑

制
す
る
た
め
に
は
、Ｕ
タ
ー
ン

促
進
に
よ
る
転
入
者
の
増
加
を

中
長
期
的
に
実
現
し
て
い
く
こ

と
が
有
効
だ
と
考
え
る
。

　
小
・
中
学
校
に
お
け
る
ふ
る

さ
と
教
育
を
更
に
充
実
さ
せ
、

地
域
愛
の
醸
成
を
図
っ
て
は
ど

う
か
。

　
　
ふ
る
さ
と
教
育
を
瑞
浪
市

教
育
の
重
点
施
策
の
一
つ
と
し
、

郷
土
に
対
す
る
愛
着
や
誇
り
を

持
つ
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
令
和
４
年
度
に
は
商
工
課
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
瑞
浪
に
愛

着
を
も
つ
子
ど
も
を
育
て
る
新

た
な
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

本
市
の
発
展
に
貢
献
し
て
く
れ

た
り
魅
力
を
発
信
し
て
く
れ
た

り
す
る
大
人
に
育
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

奥村一仁（創政みずなみ）

　
　
域
学
連
携
推
進
事
業
を
更

に
発
展
さ
せ
、Ｕ
タ
ー
ン
促
進
、

移
住
・
定
住
に
つ
な
が
る
課
題

に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
今
年
度
は
大
学
生
が
本
市

の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

施
策
を
考
え
る
「
オ
ー
タ
ム
ス

ク
ー
ル
２
０
２
１
」
の
開
催
や
、

市
職
員
と
市
内
高
校
生
・
大
学

生
が
協
力
し
、
人
気
ゲ
ー
ム
ソ

フ
ト
「
あ
つ
ま
れ
　
ど
う
ぶ
つ

の
森
」
を
活
用
し
た
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
を

行
う
な
ど
、
本
市
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
い
、
住
み
た
い
と

感
じ
て
も
ら
う
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
は
域
学
連
携
活
動

を
更
に
発
展
さ
せ
、
学
生
自
ら

地
域
と
の
関
わ
り
に
よ
る
愛
着
心

域
学
連
携
に
よ
る
U
タ
ー
ン
促
進

問答 問答

みずなみ島で
検索してみてください

「
ア
イ
フ
レ
イ
ル
」
早
期
受
診
を

大久保京子（新政クラブ）

家
庭
内
暴
力
の
増
加
や
深
刻
化

　
　
本
市
に
お
け
る
D
V
や
子

ど
も
へ
の
虐
待
の
状
況
は
ど
の

よ
う
か
。

　
　
D
V
相
談
受
付
件
数
は
、

平
成
30
年
度
8
件
、
令
和
元
年

度
5
件
、
令
和
2
年
度
11
件
。

D
V
を
受
け
た
後
、
瑞
浪
市
へ

避
難
し
て
き
た
ケ
ー
ス
は
令
和

2
年
度
に
3
件
あ
っ
た
。
配
偶

者
と
と
も
に
子
ど
も
へ
の
暴
力

が
あ
っ
た
身
体
的
虐
待
は
こ
こ

3
年
間
な
か
っ
た
が
、
子
ど
も

の
面
前
で
配
偶
者
等
に
対
し
暴

力
を
振
る
う
心
理
的
虐
待
は
令

和
2
年
度
に
4
件
あ
っ
た
。

【
民
生
部
次
長
】

　
コ
ロ
ナ
禍
の
様
々
な
状
況
に

よ
る
家
庭
内
暴
力
の
増
加
や
深

刻
化
が
懸
念
さ
れ
る
。
民
生
部
・

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
と
関
係
機

関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
相
談
・

支
援
体
制
の
強
化
・
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

　
　
眼
病
は
高
齢
に
な
る
ほ
ど
、

病
気
を
発
症
す
る
人
が
増
え
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
40
〜
50
代

の
世
代
も
例
外
で
な
く
、
早
期

発
見
・
早
期
治
療
が
重
要
と
な

る
が
、
ア
イ
フ
レ
イ
ル
対
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
ア
イ
フ
レ
イ
ル
対
策
は
、

見
に
く
さ
や
視
力
低
下
、
眼
に

違
和
感
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
、

加
齢
に
よ
る
も
の
と
放
置
せ
ず
、

早
期
に
眼
科
受
診
を
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

早
期
受
診
に
つ
な
が
る
よ
う
啓

発
活
動
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
今
後
は
更
に
、
特
に
目

の
衰
え
が
気
に
な
る
40
代
を
中

心
と
す
る
世
代
に
対
し
、
検
診

な
ど
の
保
健
事
業
の
機
会
を
利

用
し
て
、
日
本
眼
科
啓
発
会
議

が
作
成
し
た
「
ア
イ
フ
レ
イ
ル

自
己
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
活

用
に
つ
い
て
周
知
す
る
等
取
り

組
ん
で
い
く
。  【
民
生
部
次
長
】

問答 問答

出典：アイフレイル啓発公式サイト
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山下千尋（新政クラブ）

　
　
一
病
院
化
に
よ
り
総
合
病

院
の
な
い
瑞
浪
市
と
な
る
こ
と

に
少
な
く
な
い
市
民
が
不
安
を

抱
い
て
い
る
。
今
後
の
各
種
施

策
に
お
い
て
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

を
プ
ラ
ス
に
転
じ
て
い
く
た
め

に
も
、
人
口
や
経
済
等
に
与
え

る
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
に
つ
い
て

調
査
把
握
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
は
、
病

院
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
悪
化

と
、
病
院
が
市
外
へ
移
転
す
る

こ
と
に
よ
り
人
口
や
雇
用
、
税

収
が
減
少
す
る
こ
と
の
２
点
が

考
え
ら
れ
る
。
前
者
は
現
状
で

も
状
況
把
握
が
で
き
て
い
る
。

後
者
は
調
査
が
困
難
で
あ
る
こ

ま
ち
づ
く
り
推
進
組
織
へ
の

　
　
　
　
　 

　
　
　
支
援
見
直
し
を

病
院
移
転
の
影
響
を
事
前
調
査
し

　
　 

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
活
か
せ

　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
体
制

の
推
進
に
向
け
、
各
地
区
の
中

長
期
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

事
業
計
画
の
策
定
支
援
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

　
　
大
湫
町
の
よ
う
に
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
組
織
が
地
域
の
課

題
解
決
の
た
め
に
長
期
的
な
事

業
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。
地
域
の
事
業
計
画

の
策
定
は
、
地
域
が
自
ら
主
体

的
に
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
今

後
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
組
織
に

対
し
て
必
要
な
支
援
を
行
っ
て

い
く
。【

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

問答 問答

と
と
、
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
課

題
に
対
す
る
個
別
施
策
は
な
い

と
考
え
る
。
負
の
影
響
は
既
存

施
策
に
よ
り
総
合
力
で
補
っ
て

い
く
。
　
　
　
　
　
　 【
市
長
】

病院に係る費用負担イメージ

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
を

　
　
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
設

置
予
定
場
所
は
、
寺
河
戸
町
の

市
有
地
に
内
定
と
公
表
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
場
所
は
、
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
土
岐
川

右
岸
で
河
岸
浸
食
が
想
定
さ
れ

５
ｍ
〜
10
ｍ
未
満
の
浸
水
想
定

区
域
と
な
っ
て
お
り
氾
濫
流
に

よ
る
家
屋
倒
壊
等
氾
濫
区
域
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場

所
は
、
危
険
な
場
所
と
考
え
る
。

こ
の
た
め
、
設
置
場
所
を
再
考

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

　
　
内
定
し
て
い
た
消
防
指
令

セ
ン
タ
ー
の
設
置
場
所
に
つ
い

て
は
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り

安
全
上
問
題
が
な
い
と
は
言
え

な
い
た
め
、
新
た
な
用
地
確
保

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
は
、
延

べ
床
面
積
５
０
０
㎡
程
度
と
な

る
こ
と
か
ら
、
敷
地
面
積
に
つ

い
て
は
、
１
，
０
０
０
㎡
程
度

の
用
地
確
保
を
進
め
て
い
る
。

【
消
防
長
】

成瀬徳夫（瑞政）

　
　
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

活
用
し
、
浸
水
想
定
区
域
内
の

市
民
を
対
象
に
避
難
行
動
等
の

防
災
訓
練
を
お
こ
な
う
必
要
は

な
い
か
。

　
　
浸
水
想
定
区
域
を
含
め
、

市
内
全
て
の
地
域
に
お
い
て
、

そ
の
地
域
に
応
じ
た
避
難
訓
練

を
行
い
、
災
害
時
に
ど
う
行
動

す
る
か
を
普
段
か
ら
決
め
て
お

問答 問答消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
設
置
場
所

　
　 

よ
り
安
全
な
場
所
に
用
地
確
保

く
こ
と
が
災
害
時
に
命
を
守
る

最
も
重
要
な
こ
と
と
考
え
る
。

今
後
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、

日
頃
か
ら
自
宅
周
辺
の
危
険
性

を
確
認
し
、
災
害
時
の
避
難
行

動
に
繋
げ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

様
々
な
場
面
に
お
い
て
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
活
用
方
法
を
周
知

す
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

民
が
必
要
と
す
る
情
報
を
様
々

な
形
で
総
合
的
に
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
。

【
総
務
部
長
】

　
　
糖
尿
病
重
症
化
予
防
の
取

り
組
み
の
成
果
お
よ
び
今
後
の

課
題
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
医
療
機
関
受
診
が
必
要
で

あ
る
方
52
名
の
内
、
勧
奨
を

行
っ
た
結
果
、
52
名
中
35
名
が

受
診
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、

特
定
健
診
を
受
け
た
72
名
に
つ

い
て
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
数
値

が
改
善
し
た
方
は
32
名
だ
っ
た
。

さ
ら
に
、
医
療
機
関
へ
連
絡
票

を
提
出
し
た
方
12
名
の
内
９
名

の
数
値
が
改
善
し
た
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
特

定
健
診
の
受
診
者
を
増
や
す
こ

と
と
考
え
る
。
ま
た
、
透
析
患

者
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
医
療

機
関
受
診
勧
奨
を
し
て
も
受
診

に
繋
が
ら
な
い
３
割
の
方
達
を
、

一
人
で
も
多
く
受
診
に
繋
げ
ら

れ
る
よ
う
引
き
続
き
努
め
て
い

く
。
　
　
　
　
　 【
民
生
部
長
】

榛葉利広（公明党）

　
　
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い

市
政
を
目
指
し
て
、
プ
ッ
シ
ュ

型
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

　
　
現
在
、
プ
ッ
シ
ュ
型
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
予
防
接
種
の
案

内
な
ど
を
市
公
式
L
I
N
E
や

絆
メ
ー
ル
等
で
配
信
し
て
い
る
。

絆
メ
ー
ル
で
は
、
防
災
・
防
犯

情
報
や
移
住
定
住
、
観
光
情
報
、

ア
プ
リ
「
さ
ん
あ
ー
る
」
で
は
、

ご
み
の
収
集
日
や
分
別
方
法
を

随
時
配
信
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
プ
ッ
シ
ュ
型
サ
ー

ビ
ス
は
、
従
来
型
の
郵
送
に
よ

る
も
の
と
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

も
の
を
併
用
し
な
が
ら
、
先
進

市
の
取
り
組
み
も
参
考
に
、
市

市
民
の
糖
尿
病
重
症
化
を
防
ぐ

プ
ッ
シ
ュ
型
行
政
サ
ー
ビ
ス
推
進

問答 問答

スマホで簡単行政手続き

教
育
プ
ラ
ン
・
後
期
計
画

辻　正之（新政クラブ）

災
害
関
連
の
支
援
・
補
償

　
　
災
害
関
連
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
対
す
る
支
援
・
補
償

は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
市
及
び
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
災
害
応
援
協
定
に
基
づ
き
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
対
す
る
適
切
な
支
援
を
行

う
。
災
害
関
連
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
対
す
る
補
償
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録

を
希
望
す
る
方
に
は
、
ご
自
身

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
原
則
と

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
み
ず
な

み
防
災
会
や
自
主
防
災
組
織
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
市

民
活
動
団
体
が
行
う
防
災
活
動

に
対
す
る
補
償
に
つ
い
て
は
状

況
に
よ
る
が
、
市
民
活
動
補
償

制
度
の
対
象
と
な
る
。
　
　
　

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

　
　
子
ど
も
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
る
よ
う
な
教
育
・
啓
発
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
る
か
。

　
　
み
ず
な
み
教
育
プ
ラ
ン
後

期
計
画
に
お
い
て
「
他
を
思
い

や
る
心
を
育
て
、
人
権
尊
重
の

気
風
が
み
な
ぎ
る
学
校
づ
く
り

を
進
め
る
」
こ
と
を
目
標
と
し

た
人
権
教
育
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
年
度
は
「
自
分
・
他
の

人
の
大
切
さ
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
教
育
」
を
重
点
に
①
子

供
の
発
達
段
階
に
即
し
た
創
意

あ
る
教
育
の
実
施 

②
い
じ
め

等
の
未
然
防
止
・
早
期
発
見
・

早
期
対
応
と
コ
ロ
ナ
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止 
③
教
職
員
の
人
権

感
覚
を
磨
く
研
修 

の
３
つ
の

目
標
を
設
定
し
て
、
人
権
教
育

を
進
め
て
い
る
。
人
権
教
育
は
、

子
供
達
の
心
を
育
ん
で
い
く
教

育
の
た
め
、
幼
小
中
を
通
し
て
、

発
達
段
階
に
応
じ
つ
つ
、
繰
り

返
し
指
導
を
進
め
て
行
く
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

問答 問答

瑞浪地区防災訓練
視察した

海部地方消防指令センター
あま
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山下千尋（新政クラブ）

　
　
一
病
院
化
に
よ
り
総
合
病

院
の
な
い
瑞
浪
市
と
な
る
こ
と

に
少
な
く
な
い
市
民
が
不
安
を

抱
い
て
い
る
。
今
後
の
各
種
施

策
に
お
い
て
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

を
プ
ラ
ス
に
転
じ
て
い
く
た
め

に
も
、
人
口
や
経
済
等
に
与
え

る
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
に
つ
い
て

調
査
把
握
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
は
、
病

院
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
悪
化

と
、
病
院
が
市
外
へ
移
転
す
る

こ
と
に
よ
り
人
口
や
雇
用
、
税

収
が
減
少
す
る
こ
と
の
２
点
が

考
え
ら
れ
る
。
前
者
は
現
状
で

も
状
況
把
握
が
で
き
て
い
る
。

後
者
は
調
査
が
困
難
で
あ
る
こ

ま
ち
づ
く
り
推
進
組
織
へ
の

　
　
　
　
　 

　
　
　
支
援
見
直
し
を

病
院
移
転
の
影
響
を
事
前
調
査
し

　
　 

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
活
か
せ

　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
体
制

の
推
進
に
向
け
、
各
地
区
の
中

長
期
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

事
業
計
画
の
策
定
支
援
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

　
　
大
湫
町
の
よ
う
に
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
組
織
が
地
域
の
課

題
解
決
の
た
め
に
長
期
的
な
事

業
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。
地
域
の
事
業
計
画

の
策
定
は
、
地
域
が
自
ら
主
体

的
に
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
今

後
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
組
織
に

対
し
て
必
要
な
支
援
を
行
っ
て

い
く
。【

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

問答 問答

と
と
、
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
課

題
に
対
す
る
個
別
施
策
は
な
い

と
考
え
る
。
負
の
影
響
は
既
存

施
策
に
よ
り
総
合
力
で
補
っ
て

い
く
。
　
　
　
　
　
　 【
市
長
】

病院に係る費用負担イメージ

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
を

　
　
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
設

置
予
定
場
所
は
、
寺
河
戸
町
の

市
有
地
に
内
定
と
公
表
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
場
所
は
、
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
土
岐
川

右
岸
で
河
岸
浸
食
が
想
定
さ
れ

５
ｍ
〜
10
ｍ
未
満
の
浸
水
想
定

区
域
と
な
っ
て
お
り
氾
濫
流
に

よ
る
家
屋
倒
壊
等
氾
濫
区
域
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場

所
は
、
危
険
な
場
所
と
考
え
る
。

こ
の
た
め
、
設
置
場
所
を
再
考

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

　
　
内
定
し
て
い
た
消
防
指
令

セ
ン
タ
ー
の
設
置
場
所
に
つ
い

て
は
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り

安
全
上
問
題
が
な
い
と
は
言
え

な
い
た
め
、
新
た
な
用
地
確
保

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
は
、
延

べ
床
面
積
５
０
０
㎡
程
度
と
な

る
こ
と
か
ら
、
敷
地
面
積
に
つ

い
て
は
、
１
，
０
０
０
㎡
程
度

の
用
地
確
保
を
進
め
て
い
る
。

【
消
防
長
】

成瀬徳夫（瑞政）

　
　
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

活
用
し
、
浸
水
想
定
区
域
内
の

市
民
を
対
象
に
避
難
行
動
等
の

防
災
訓
練
を
お
こ
な
う
必
要
は

な
い
か
。

　
　
浸
水
想
定
区
域
を
含
め
、

市
内
全
て
の
地
域
に
お
い
て
、

そ
の
地
域
に
応
じ
た
避
難
訓
練

を
行
い
、
災
害
時
に
ど
う
行
動

す
る
か
を
普
段
か
ら
決
め
て
お

問答 問答消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
設
置
場
所

　
　 

よ
り
安
全
な
場
所
に
用
地
確
保

く
こ
と
が
災
害
時
に
命
を
守
る

最
も
重
要
な
こ
と
と
考
え
る
。

今
後
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、

日
頃
か
ら
自
宅
周
辺
の
危
険
性

を
確
認
し
、
災
害
時
の
避
難
行

動
に
繋
げ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

様
々
な
場
面
に
お
い
て
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
活
用
方
法
を
周
知

す
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

民
が
必
要
と
す
る
情
報
を
様
々

な
形
で
総
合
的
に
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
。

【
総
務
部
長
】

　
　
糖
尿
病
重
症
化
予
防
の
取

り
組
み
の
成
果
お
よ
び
今
後
の

課
題
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
医
療
機
関
受
診
が
必
要
で

あ
る
方
52
名
の
内
、
勧
奨
を

行
っ
た
結
果
、
52
名
中
35
名
が

受
診
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、

特
定
健
診
を
受
け
た
72
名
に
つ

い
て
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
数
値

が
改
善
し
た
方
は
32
名
だ
っ
た
。

さ
ら
に
、
医
療
機
関
へ
連
絡
票

を
提
出
し
た
方
12
名
の
内
９
名

の
数
値
が
改
善
し
た
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
特

定
健
診
の
受
診
者
を
増
や
す
こ

と
と
考
え
る
。
ま
た
、
透
析
患

者
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
医
療

機
関
受
診
勧
奨
を
し
て
も
受
診

に
繋
が
ら
な
い
３
割
の
方
達
を
、

一
人
で
も
多
く
受
診
に
繋
げ
ら

れ
る
よ
う
引
き
続
き
努
め
て
い

く
。
　
　
　
　
　 【
民
生
部
長
】

榛葉利広（公明党）

　
　
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い

市
政
を
目
指
し
て
、
プ
ッ
シ
ュ

型
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

　
　
現
在
、
プ
ッ
シ
ュ
型
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
予
防
接
種
の
案

内
な
ど
を
市
公
式
L
I
N
E
や

絆
メ
ー
ル
等
で
配
信
し
て
い
る
。

絆
メ
ー
ル
で
は
、
防
災
・
防
犯

情
報
や
移
住
定
住
、
観
光
情
報
、

ア
プ
リ
「
さ
ん
あ
ー
る
」
で
は
、

ご
み
の
収
集
日
や
分
別
方
法
を

随
時
配
信
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
プ
ッ
シ
ュ
型
サ
ー

ビ
ス
は
、
従
来
型
の
郵
送
に
よ

る
も
の
と
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

も
の
を
併
用
し
な
が
ら
、
先
進

市
の
取
り
組
み
も
参
考
に
、
市

市
民
の
糖
尿
病
重
症
化
を
防
ぐ

プ
ッ
シ
ュ
型
行
政
サ
ー
ビ
ス
推
進

問答 問答

スマホで簡単行政手続き

教
育
プ
ラ
ン
・
後
期
計
画

辻　正之（新政クラブ）

災
害
関
連
の
支
援
・
補
償

　
　
災
害
関
連
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
対
す
る
支
援
・
補
償

は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
市
及
び
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
災
害
応
援
協
定
に
基
づ
き
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
対
す
る
適
切
な
支
援
を
行

う
。
災
害
関
連
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
対
す
る
補
償
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録

を
希
望
す
る
方
に
は
、
ご
自
身

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
原
則
と

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
み
ず
な

み
防
災
会
や
自
主
防
災
組
織
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
市

民
活
動
団
体
が
行
う
防
災
活
動

に
対
す
る
補
償
に
つ
い
て
は
状

況
に
よ
る
が
、
市
民
活
動
補
償

制
度
の
対
象
と
な
る
。
　
　
　

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

　
　
子
ど
も
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
る
よ
う
な
教
育
・
啓
発
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
る
か
。

　
　
み
ず
な
み
教
育
プ
ラ
ン
後

期
計
画
に
お
い
て
「
他
を
思
い

や
る
心
を
育
て
、
人
権
尊
重
の

気
風
が
み
な
ぎ
る
学
校
づ
く
り

を
進
め
る
」
こ
と
を
目
標
と
し

た
人
権
教
育
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
年
度
は
「
自
分
・
他
の

人
の
大
切
さ
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
教
育
」
を
重
点
に
①
子

供
の
発
達
段
階
に
即
し
た
創
意

あ
る
教
育
の
実
施 

②
い
じ
め

等
の
未
然
防
止
・
早
期
発
見
・

早
期
対
応
と
コ
ロ
ナ
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止 

③
教
職
員
の
人
権

感
覚
を
磨
く
研
修 

の
３
つ
の

目
標
を
設
定
し
て
、
人
権
教
育

を
進
め
て
い
る
。
人
権
教
育
は
、

子
供
達
の
心
を
育
ん
で
い
く
教

育
の
た
め
、
幼
小
中
を
通
し
て
、

発
達
段
階
に
応
じ
つ
つ
、
繰
り

返
し
指
導
を
進
め
て
行
く
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

問答 問答

瑞浪地区防災訓練
視察した

海部地方消防指令センター
あま
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棚町　潤（創政みずなみ）

　
　（
公
財
）
ど
う
ぶ
つ
基
金

の
「
さ
く
ら
ね
こ
無
料
不
妊
手

術
事
業
」
は
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
を
通

じ
て
猫
の
過
剰
繁
殖
を
防
止
し
、

野
良
猫
に
関
わ
る
苦
情
や
殺
処

分
の
減
少
に
寄
与
す
る
活
動
だ

が
、
こ
の
事
業
に
登
録
し
て
は

ど
う
か
。

※

Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
と
は…

Ｔ
ｒ
ａ

ｐ/

捕
獲
し
、Ｎ
ｅ
ｕ
ｔ
ｅ
ｒ/

不
妊
去
勢
手
術
を
行
い
、Ｒ
ｅ

ｔ
ｕ
ｒ
ｎ/

元
の
場
所
に
戻
す
、

そ
の
印
と
し
て
耳
先
を
さ
く
ら

の
花
び
ら
の
よ
う
に
Ｖ
字
カ
ッ

ト
す
る

　
　
現
在
、
手
術
費
用
は
捕
獲

者
の
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
本

事
業
の
行
政
枠
に
登
録
す
る
こ

と
で
、
こ
の
部
分
を
支
援
す
る

野
良
猫
対
策
の
概
要
は

さ
く
ら
ね
こ
無
料
不
妊
手
術
事
業

　
　
糞
尿
被
害
や
過
剰
繁
殖
な

ど
野
良
猫
へ
の
苦
情
の
概
要
と

対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
主
な
苦
情
は
、
野
良
猫
へ

の
無
責
任
な
エ
サ
や
り
に
よ
る

過
剰
な
繁
殖
、
ま
た
そ
の
糞
尿

被
害
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

対
策
と
し
て
原
因
者
へ
の
指
導

や
里
親
へ
の
譲
渡
な
ど
を
県
と

共
に
推
進
し
て
い
る
。
不
妊
去

勢
手
術
を
前
提
と
し
た
捕
獲
に

は
檻
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い

る
が
、
そ
の
手
術
費
用
は
捕
獲

者
の
自
己
負
担
で
あ
る
。
手
術

を
無
償
で
受
け
ら
れ
る
県
推
奨

の
「
地
域
猫
活
動
」
も
あ
る
が
、

自
治
会
で
猫
の
エ
サ
や
り
か
ら

ト
イ
レ
の
設
置
、
糞
尿
の
始
末

ま
で
行
う
必
要
が
あ
り
、
課
題

や
負
担
が
大
き
く
難
し
い
活
動

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

【
経
済
部
次
長
】

問答 問答

こ
と
が
出
来
る
。

　
し
か
し
、
協
力
動
物
病
院
が

東
濃
地
域
に
な
い
と
い
う
課
題

も
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
市
内
ま

た
は
近
隣
に
協
力
病
院
が
確
保

で
き
な
い
か
の
確
認
を
行
う
。

【
経
済
部
次
長
】

さくらカットした保護猫

学
校
部
活
動
は
成
り
立
つ
か

　
　
地
域
と
の
連
携
等
に
よ
る

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
へ
の
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
国
や
県
は
「
休
日
の
部
活

動
の
段
階
的
な
地
域
移
行
」
を

推
進
し
て
い
る
。
本
市
は
平
成

14
年
度
の
学
校
週
5
日
制
の
導

入
以
降
、
ク
ラ
ブ
化
を
進
め
、

既
に
地
域
の
力
を
お
借
り
し
な

が
ら
活
動
し
て
い
る
。
今
後
、

少
子
化
の
進
展
や
生
徒
の
意
識

の
多
様
化
等
の
現
状
か
ら
、
各

ク
ラ
ブ
に
お
い
て
も
部
活
動
同

様
、
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

ク
ラ
ブ
の
設
置
、
合
同
チ
ー
ム

の
編
成
等
加
入
者
減
少
へ
の
対

応
、
指
導
者
の
確
保
・
費
用
等

持
続
可
能
な
運
営
体
制
の
構
築

等
へ
の
対
応
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
。
国
の
動
向
、
県
が
取
り

組
ん
で
い
る
実
践
研
究
の
成
果

や
課
題
、
近
隣
市
の
状
況
を
踏

ま
え
、
よ
り
一
層
現
状
や
課
題

に
あ
っ
た
も
の
と
な
る
よ
う
調

査
・
研
究
を
進
め
た
い
。

【
教
育
長
】

柴田増三（創政みずなみ）

　
　
学
校
部
活
動
の
現
状
と
課

題
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
市
内
公
立
中
学
校
で
3
校

と
も
に
設
置
さ
れ
て
い
る
部
活

動
は
、野
球
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
男
子
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
男
女
、
陸
上
で
あ
る
。
最

近
は
陸
上
や
卓
球
等
個
人
種
目

へ
の
加
入
が
増
加
し
、
集
団
種

目
へ
の
加
入
者
が
減
少
し
て
い

る
。
今
後
部
活
動
に
よ
っ
て
は
、

入
部
員
数
に
よ
り
1
校
単
独
で

問答 問答持
続
可
能
な
ス
ポ
ー
ツ
推
進

の
チ
ー
ム
編
成
が
難
し
く
な
る
。

課
題
と
し
て
は
、
生
徒
数
の
減

少
と
設
置
部
活
動
数
と
の
バ
ラ

ン
ス
、
加
入
す
る
部
活
動
の
偏

り
、
部
活
動
へ
の
加
入
意
識
の

二
極
化
、
教
員
の
働
き
方
改
革

と
活
動
時
間
の
確
保
等
が
あ
る
。

今
後
、
部
活
動
の
存
続
の
た
め

に
、
各
中
学
校
や
中
学
校
体
育

連
盟
の
意
向
等
を
踏
ま
え
課
題

解
決
に
向
け
協
議
を
進
め
た
い
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

アスリートの指導による
陸上スクール

和
3
年
度
で
終
了
し
、
一
般
財

源
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

事
業
の
再
検
討
や
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
。
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
は
「
愛
と
幸
せ
が
実
感
で
き

る
瑞
浪
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

5
つ
の
重
要
課
題
を
掲
げ
推
進

し
て
お
り
、
新
病
院
建
設
は
事

務
組
合
が
立
ち
上
が
り
、
構
想
・

計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

来
年
度
予
算
で
も
、
マ
ニ
ュ

フ
ェ
ス
ト
及
び
第
6
次
総
合
計

画
を
着
実
に
実
行
で
き
る
よ
う

様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
　
　
　【
市
長・総
務
部
長
】

　
　
介
護
保
険
の
施
設
利
用
者

で
、
所
得
の
少
な
い
等
の
場
合

に
食
費
、
部
屋
代
等
の
負
担
を

軽
減
す
る
「
補
足
給
付
」
が
8

月
よ
り
見
直
し
が
行
わ
れ
、
食

費
１
日
6
5
0
円
が
1
3
6
0

円
に
上
が
っ
た
。
ま
た
、
預
貯

金
額
等
が
1
千
万
円
か
ら
5
百

万
円
に
下
げ
ら
れ
る
な
ど
、
資

産
の
あ
る
人
は
こ
の
制
度
か
ら

外
さ
れ
た
。
市
は
、
こ
の
制
度

の
認
定
調
査
を
、
ど
の
よ
う
に

行
っ
た
か
。

　
　「
補
足
給
付
」
は
、
認
定

を
受
け
な
け
れ
ば
適
用
さ
れ
な

い
。
本
人
、
配
偶
者
の
預
貯
金

額
等
に
つ
い
て
、
申
請
者
の
同

意
を
得
た
上
で
、
必
要
に
応
じ

て
金
融
機
関
等
に
照
会
し
た
。

【
民
生
部
長
】

舘林辰郎（日本共産党）

　
　
市
の
財
政
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
大
幅
に
増
額
し
て
い
る
。
第

6
次
総
合
計
画
や
来
年
度
予
算

の
財
源
は
、
確
保
で
き
る
か
。

ま
た
、
市
長
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

で
、
新
病
院
建
設
を
入
れ
て
い

る
が
ど
の
よ
う
か
。

　
　
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
で
、

令
和
２
年
度
の
本
市
の
一
般
会

計
の
規
模
は
大
幅
に
増
加
し
た

が
、
国
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
給
付
金
等
を
活
用
し
財
源

は
確
保
し
た
。
一
方
、
超
深
地

層
研
究
所
に
係
る
交
付
金
が
令

介
護
保
険
施
設
利
用
者
負
担
増
加

新
病
院
建
設
も
重
要
課
題
か

問答 問答

負担限度額変更パンフレットの一部

市
役
所
の
適
正
な
職
員
数
と
は

熊谷 隆男（新政クラブ）

市
役
所
業
務
に
魅
力
は
あ
る
か

　
　
市
役
所
職
員
の
40
代
後
半

ま
で
の
退
職
者
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し

て
い
る
か
。

　
　
40
代
後
半
ま
で
の
退
職
者

が
増
加
し
て
い
る
要
因
は
、
日

本
社
会
に
お
い
て
経
済
の
低
迷

や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
終

身
雇
用
や
年
功
序
列
が
崩
壊
し

つ
つ
あ
る
こ
と
、
全
国
的
な
労

働
力
不
足
に
よ
り
民
間
企
業
や

他
の
自
治
体
で
の
中
途
採
用
が

活
発
化
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
、
若
い
職
員
が
増
加
し
結

婚
や
出
産
を
機
に
退
職
す
る
職

員
も
一
定
数
見
ら
れ
る
。
本
市

で
は
、
職
員
が
継
続
し
て
働
け

る
よ
う
に
育
児
休
暇
や
短
時
間

勤
務
の
活
用
を
推
進
し
、
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
向
上
と

働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
作
っ

て
い
く
。
　
　
　 【
総
務
部
長
】

　
　
第
4
次
瑞
浪
市
定
員
適
正

化
計
画
に
お
い
て
令
和
７
年
度

の
目
標
職
員
数
４
１
５
人
は
ど

の
よ
う
に
導
き
出
さ
れ
た
か
。

　
　
平
成
27
年
度
ま
で
は
、
計

画
に
基
づ
き
職
員
数
を
削
減
す

る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
た

が
、
一
人
当
た
り
の
時
間
外
勤

務
時
間
数
が
増
加
す
る
な
ど
課

題
が
生
じ
た
。
こ
の
た
め
、
平

成
28
年
度
か
ら
の
計
画
で
は
、

令
和
２
年
度
の
職
員
数
４
０
０

人
を
目
標
と
し
た
。
し
か
し
、

病
気
休
職
者
や
育
児
休
業
取
得

者
が
増
加
し
た
こ
と
で
、
在
職

職
員
数
と
実
勤
務
者
数
の
乖
離

が
広
が
り
、
業
務
遂
行
に
支
障

が
出
か
ね
な
い
状
況
と
な
っ
た

た
め
、
再
任
用
職
員
や
任
期
付

職
員
を
含
め
令
和
２
年
度
の
職

員
数
は
４
１
５
人
と
な
っ
た
。

令
和
７
年
度
の
目
標
職
員
数
の

算
出
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
一

定
数
の
病
気
休
職
者
や
育
児
休

業
等
取
得
者
が
想
定
さ
れ
る
の

で
、
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
に
現
状
の
４

１
５
名
と
し
た
。  【
総
務
部
長
】

問答 問答

瑞浪市の年齢別職員数
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棚町　潤（創政みずなみ）

　
　（
公
財
）
ど
う
ぶ
つ
基
金

の
「
さ
く
ら
ね
こ
無
料
不
妊
手

術
事
業
」
は
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
を
通

じ
て
猫
の
過
剰
繁
殖
を
防
止
し
、

野
良
猫
に
関
わ
る
苦
情
や
殺
処

分
の
減
少
に
寄
与
す
る
活
動
だ

が
、
こ
の
事
業
に
登
録
し
て
は

ど
う
か
。

※

Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
と
は…

Ｔ
ｒ
ａ

ｐ/

捕
獲
し
、Ｎ
ｅ
ｕ
ｔ
ｅ
ｒ/

不
妊
去
勢
手
術
を
行
い
、Ｒ
ｅ

ｔ
ｕ
ｒ
ｎ/

元
の
場
所
に
戻
す
、

そ
の
印
と
し
て
耳
先
を
さ
く
ら

の
花
び
ら
の
よ
う
に
Ｖ
字
カ
ッ

ト
す
る

　
　
現
在
、
手
術
費
用
は
捕
獲

者
の
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
本

事
業
の
行
政
枠
に
登
録
す
る
こ

と
で
、
こ
の
部
分
を
支
援
す
る

野
良
猫
対
策
の
概
要
は

さ
く
ら
ね
こ
無
料
不
妊
手
術
事
業

　
　
糞
尿
被
害
や
過
剰
繁
殖
な

ど
野
良
猫
へ
の
苦
情
の
概
要
と

対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
主
な
苦
情
は
、
野
良
猫
へ

の
無
責
任
な
エ
サ
や
り
に
よ
る

過
剰
な
繁
殖
、
ま
た
そ
の
糞
尿

被
害
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

対
策
と
し
て
原
因
者
へ
の
指
導

や
里
親
へ
の
譲
渡
な
ど
を
県
と

共
に
推
進
し
て
い
る
。
不
妊
去

勢
手
術
を
前
提
と
し
た
捕
獲
に

は
檻
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い

る
が
、
そ
の
手
術
費
用
は
捕
獲

者
の
自
己
負
担
で
あ
る
。
手
術

を
無
償
で
受
け
ら
れ
る
県
推
奨

の
「
地
域
猫
活
動
」
も
あ
る
が
、

自
治
会
で
猫
の
エ
サ
や
り
か
ら

ト
イ
レ
の
設
置
、
糞
尿
の
始
末

ま
で
行
う
必
要
が
あ
り
、
課
題

や
負
担
が
大
き
く
難
し
い
活
動

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

【
経
済
部
次
長
】

問答 問答

こ
と
が
出
来
る
。

　
し
か
し
、
協
力
動
物
病
院
が

東
濃
地
域
に
な
い
と
い
う
課
題

も
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
市
内
ま

た
は
近
隣
に
協
力
病
院
が
確
保

で
き
な
い
か
の
確
認
を
行
う
。

【
経
済
部
次
長
】

さくらカットした保護猫

学
校
部
活
動
は
成
り
立
つ
か

　
　
地
域
と
の
連
携
等
に
よ
る

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
へ
の
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
国
や
県
は
「
休
日
の
部
活

動
の
段
階
的
な
地
域
移
行
」
を

推
進
し
て
い
る
。
本
市
は
平
成

14
年
度
の
学
校
週
5
日
制
の
導

入
以
降
、
ク
ラ
ブ
化
を
進
め
、

既
に
地
域
の
力
を
お
借
り
し
な

が
ら
活
動
し
て
い
る
。
今
後
、

少
子
化
の
進
展
や
生
徒
の
意
識

の
多
様
化
等
の
現
状
か
ら
、
各

ク
ラ
ブ
に
お
い
て
も
部
活
動
同

様
、
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

ク
ラ
ブ
の
設
置
、
合
同
チ
ー
ム

の
編
成
等
加
入
者
減
少
へ
の
対

応
、
指
導
者
の
確
保
・
費
用
等

持
続
可
能
な
運
営
体
制
の
構
築

等
へ
の
対
応
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
。
国
の
動
向
、
県
が
取
り

組
ん
で
い
る
実
践
研
究
の
成
果

や
課
題
、
近
隣
市
の
状
況
を
踏

ま
え
、
よ
り
一
層
現
状
や
課
題

に
あ
っ
た
も
の
と
な
る
よ
う
調

査
・
研
究
を
進
め
た
い
。

【
教
育
長
】

柴田増三（創政みずなみ）

　
　
学
校
部
活
動
の
現
状
と
課

題
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
市
内
公
立
中
学
校
で
3
校

と
も
に
設
置
さ
れ
て
い
る
部
活

動
は
、野
球
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
男
子
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
男
女
、
陸
上
で
あ
る
。
最

近
は
陸
上
や
卓
球
等
個
人
種
目

へ
の
加
入
が
増
加
し
、
集
団
種

目
へ
の
加
入
者
が
減
少
し
て
い

る
。
今
後
部
活
動
に
よ
っ
て
は
、

入
部
員
数
に
よ
り
1
校
単
独
で

問答 問答持
続
可
能
な
ス
ポ
ー
ツ
推
進

の
チ
ー
ム
編
成
が
難
し
く
な
る
。

課
題
と
し
て
は
、
生
徒
数
の
減

少
と
設
置
部
活
動
数
と
の
バ
ラ

ン
ス
、
加
入
す
る
部
活
動
の
偏

り
、
部
活
動
へ
の
加
入
意
識
の

二
極
化
、
教
員
の
働
き
方
改
革

と
活
動
時
間
の
確
保
等
が
あ
る
。

今
後
、
部
活
動
の
存
続
の
た
め

に
、
各
中
学
校
や
中
学
校
体
育

連
盟
の
意
向
等
を
踏
ま
え
課
題

解
決
に
向
け
協
議
を
進
め
た
い
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

アスリートの指導による
陸上スクール

和
3
年
度
で
終
了
し
、
一
般
財

源
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

事
業
の
再
検
討
や
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
。
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
は
「
愛
と
幸
せ
が
実
感
で
き

る
瑞
浪
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

5
つ
の
重
要
課
題
を
掲
げ
推
進

し
て
お
り
、
新
病
院
建
設
は
事

務
組
合
が
立
ち
上
が
り
、
構
想
・

計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

来
年
度
予
算
で
も
、
マ
ニ
ュ

フ
ェ
ス
ト
及
び
第
6
次
総
合
計

画
を
着
実
に
実
行
で
き
る
よ
う

様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
　
　
　【
市
長・総
務
部
長
】

　
　
介
護
保
険
の
施
設
利
用
者

で
、
所
得
の
少
な
い
等
の
場
合

に
食
費
、
部
屋
代
等
の
負
担
を

軽
減
す
る
「
補
足
給
付
」
が
8

月
よ
り
見
直
し
が
行
わ
れ
、
食

費
１
日
6
5
0
円
が
1
3
6
0

円
に
上
が
っ
た
。
ま
た
、
預
貯

金
額
等
が
1
千
万
円
か
ら
5
百

万
円
に
下
げ
ら
れ
る
な
ど
、
資

産
の
あ
る
人
は
こ
の
制
度
か
ら

外
さ
れ
た
。
市
は
、
こ
の
制
度

の
認
定
調
査
を
、
ど
の
よ
う
に

行
っ
た
か
。

　
　「
補
足
給
付
」
は
、
認
定

を
受
け
な
け
れ
ば
適
用
さ
れ
な

い
。
本
人
、
配
偶
者
の
預
貯
金

額
等
に
つ
い
て
、
申
請
者
の
同

意
を
得
た
上
で
、
必
要
に
応
じ

て
金
融
機
関
等
に
照
会
し
た
。

【
民
生
部
長
】

舘林辰郎（日本共産党）

　
　
市
の
財
政
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
大
幅
に
増
額
し
て
い
る
。
第

6
次
総
合
計
画
や
来
年
度
予
算

の
財
源
は
、
確
保
で
き
る
か
。

ま
た
、
市
長
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

で
、
新
病
院
建
設
を
入
れ
て
い

る
が
ど
の
よ
う
か
。

　
　
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
で
、

令
和
２
年
度
の
本
市
の
一
般
会

計
の
規
模
は
大
幅
に
増
加
し
た

が
、
国
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
給
付
金
等
を
活
用
し
財
源

は
確
保
し
た
。
一
方
、
超
深
地

層
研
究
所
に
係
る
交
付
金
が
令

介
護
保
険
施
設
利
用
者
負
担
増
加

新
病
院
建
設
も
重
要
課
題
か

問答 問答

負担限度額変更パンフレットの一部

市
役
所
の
適
正
な
職
員
数
と
は

熊谷 隆男（新政クラブ）

市
役
所
業
務
に
魅
力
は
あ
る
か

　
　
市
役
所
職
員
の
40
代
後
半

ま
で
の
退
職
者
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し

て
い
る
か
。

　
　
40
代
後
半
ま
で
の
退
職
者

が
増
加
し
て
い
る
要
因
は
、
日

本
社
会
に
お
い
て
経
済
の
低
迷

や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
終

身
雇
用
や
年
功
序
列
が
崩
壊
し

つ
つ
あ
る
こ
と
、
全
国
的
な
労

働
力
不
足
に
よ
り
民
間
企
業
や

他
の
自
治
体
で
の
中
途
採
用
が

活
発
化
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
、
若
い
職
員
が
増
加
し
結

婚
や
出
産
を
機
に
退
職
す
る
職

員
も
一
定
数
見
ら
れ
る
。
本
市

で
は
、
職
員
が
継
続
し
て
働
け

る
よ
う
に
育
児
休
暇
や
短
時
間

勤
務
の
活
用
を
推
進
し
、
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
向
上
と

働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
作
っ

て
い
く
。
　
　
　 【
総
務
部
長
】

　
　
第
4
次
瑞
浪
市
定
員
適
正

化
計
画
に
お
い
て
令
和
７
年
度

の
目
標
職
員
数
４
１
５
人
は
ど

の
よ
う
に
導
き
出
さ
れ
た
か
。

　
　
平
成
27
年
度
ま
で
は
、
計

画
に
基
づ
き
職
員
数
を
削
減
す

る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
た

が
、
一
人
当
た
り
の
時
間
外
勤

務
時
間
数
が
増
加
す
る
な
ど
課

題
が
生
じ
た
。
こ
の
た
め
、
平

成
28
年
度
か
ら
の
計
画
で
は
、

令
和
２
年
度
の
職
員
数
４
０
０

人
を
目
標
と
し
た
。
し
か
し
、

病
気
休
職
者
や
育
児
休
業
取
得

者
が
増
加
し
た
こ
と
で
、
在
職

職
員
数
と
実
勤
務
者
数
の
乖
離

が
広
が
り
、
業
務
遂
行
に
支
障

が
出
か
ね
な
い
状
況
と
な
っ
た

た
め
、
再
任
用
職
員
や
任
期
付

職
員
を
含
め
令
和
２
年
度
の
職

員
数
は
４
１
５
人
と
な
っ
た
。

令
和
７
年
度
の
目
標
職
員
数
の

算
出
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
一

定
数
の
病
気
休
職
者
や
育
児
休

業
等
取
得
者
が
想
定
さ
れ
る
の

で
、
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
に
現
状
の
４

１
５
名
と
し
た
。  【
総
務
部
長
】

問答 問答

瑞浪市の年齢別職員数

市政一般質問市政一般質問
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令和４年１月より、議場など市庁舎５階の改修工事を行っています。
令和４年3月定例会は総合文化センター３階講堂で開催します。
傍聴される方はお間違えのないようご注意ください。
※傍聴の受付は、講堂の前で行います。

三輪田幸泰（新政クラブ）

　
　
ご
み
の
減
量
化
の
た
め
に

必
要
な
取
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
本
市
と
し
て
は
、
排
出
を

抑
制
し
ご
み
の
減
量
化
を
進
め

る
一
方
で
、
再
資
源
化
に
よ
り

焼
却
処
分
や
埋
め
立
て
処
分
し

て
い
る
ご
み
を
資
源
ご
み
に
移

行
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

に
基
づ
く
分
別
収
集
対
象
品
目

の
う
ち
、
本
市
で
は
ビ
ン
類
、

紙
包
装
の
分
別
収
集
を
行
な
っ

て
い
る
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

に
つ
い
て
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

及
び
食
品
の
白
色
ト
レ
イ
の
み

で
あ
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

包
装
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
開
始
す

る
た
め
に
は
市
民
の
協
力
も
必

要
だ
が
、
ご
み
処
理
コ
ス
ト
の

増
加
な
ど
の
課
題
が
生
じ
る
。

　
東
濃
５
市
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
減
量
化
施
策
の
状
況
は

さ
ら
な
る
ご
み
減
量
化
に
向
け
て

　
　
ご
み
の
減
量
化
の
た
め
の

施
策
の
実
施
状
況
は
ど
の
よ
う

か
。

　
　
ご
み
の
排
出
抑
制
の
た
め

の
施
策
と
し
て
５
項
目
「
ご
み

処
理
手
数
料
の
適
正
化
」「
環

境
出
前
講
座
」「
マ
イ
バ
ッ
ク
、

マ
イ
ボ
ト
ル
、
マ
イ
箸
な
ど
の

使
用
の
推
進
」「
分
か
り
や
す

い
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
、
ご
み
分

別
冊
子
の
作
成
」「
市
の
処
理

す
る
産
業
廃
棄
物
の
見
直
し
」

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。「
ご

み
処
理
手
数
料
の
適
正
化
」「
市

の
処
理
す
る
産
業
廃
棄
物
の
見

直
し
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

か
ら
今
年
度
に
か
け
て
大
き
な

動
き
の
あ
っ
た
施
策
で
あ
る
。

　
　
　【
経
済
部
次
長
】

問答 問答

容
器
包
装
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
現

状
は
、
本
市
と
同
様
で
あ
る
が
、

国
か
ら
地
球
温
暖
化
対
策
を
絡

め
た
分
別
収
集
の
要
請
の
強
ま

り
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
情
報

を
密
に
し
な
が
ら
協
力
体
制
が

取
れ
る
こ
と
が
な
い
か
等
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
経
済
部
次
長
】

ごみ集積所の資源ごみ

一般質問 気になる その後
瑞浪市の公立幼児園で

保育ICTシステム「CoDMON」
が導入されました

　令和３年度に、登降園管理やお知らせ
一斉配信などの事務作業の省力化や保
育士の業務負担軽減を目的とした保育
ICTシステム「CoDMON」を１園に試験
的に導入した。今年度中に全市立幼児
園にWi-F iを整備し、令和４年度に
「CoDMON」を導入（予定）して、保育
現場のICT化を図る。

保育士の負担を軽減
し、保育の質を向上さ

せるため、保育所や幼稚園などの
運営に役立つ機能を備えたＩＣＴシ
ステムを取り入れてはどうか。

ICT活用により一定
の効果が期待できる。

まずは事務事業の効率化につい
て精査し、ICTシステム導入の必
要性を検討したい。また、先進事
例を研究していく中で、費用対効
果についても検証したい。

ICT化で保育の質の向上と保育事務の負担軽減を
 （令和２年３月議会ほかで質問）

一般質問で取り上げた課題が、その後どのように市政に反映され
たのか追跡調査しました。

質問 答弁

報告に対する質疑
教育委員会より提出された「令和３年度瑞浪市教育委員会点検評価報告書」について質疑しました。

問

答

豊かな心の育成が昨年はA評価であったが、本年はC評価
である理由はどのようか。
豊かな心の育成には、「不登校児童生徒の学習復帰の支
援」があるが、支援対象者が増加したことから「課題があ
る」と評価された。今後の対策として、各学校の教育相談
コーディネーターと教育支援センター等が連携を強化し、
不登校の未然防止等に取り組んで行く。

問

答

２年続けて点検評価方法が変更されており、特に今回の点
検評価は実施要領に定める評価方法に沿っていないと思
われるが、その理由と経緯はどのようか。
評価方法を改めた理由は、瑞浪市教育振興基本計画の達
成状況が分からないという課題を解消するためで、実施要
領は毎年見直しを行い、報告書の精度を高めている。今回
一部要領に沿わない箇所があったが今後改正を行う。

12月定例会議決結果一覧（全会一致の案件）

可決

可決

可決

可決

同意

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

経 済 建 設

省　略

経 済 建 設

経 済 建 設

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

経 済 建 設

経 済 建 設

経 済 建 設

経 済 建 設

経 済 建 設

予 算 決 算

予 算 決 算

予 算 決 算

予 算 決 算

予 算 決 算

予 算 決 算

予 算 決 算

議第 77号

議第 78号

議第 79号

議第 80号

議第 81号

議第 82号

議第 83号

議第 84号

議第 85号

議第 86号

議第 87号

議第 88号

議第 89号

議第 90号

議第 91号

議第 92号

議第 93号

議第 94号

議第 95号

議第 96号

議第 97号

議第 98号

瑞浪市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の制定について
瑞浪市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
の制定について

瑞浪市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

瑞浪市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて

指定管理者の指定について

指定管理者の指定について

指定管理者の指定について

工事請負契約の締結について【稲津小学校北側法面崩壊復旧工事】

工事請負契約の締結について【瑞浪市総合文化センターホール天井等改修工事】

市道路線の廃止について【きなぁた北側ＢＢＱ場整備関連 市道桜堂・中央橋線】

市道路線の認定について【きなぁた北側ＢＢＱ場整備関連 市道桜堂・入木線】

市道路線の認定について【きなぁた北側ＢＢＱ場整備関連 市道入木・下今尻線】

市道路線の認定について【市道沼・道上線】

市道路線の認定について【市道虫塚線】

令和３年度瑞浪市一般会計補正予算（第１１号 )

令和３年度瑞浪市一般会計補正予算（第１２号）

令和３年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）　

令和３年度瑞浪市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

令和３年度瑞浪市駐車場事業特別会計補正予算（第２号）

令和３年度瑞浪市一般会計補正予算（第１３号）

令和３年度瑞浪市一般会計補正予算（第１４号）

条　例

人　事

その他

予　算

３月定例会のお知らせ

正副議長室・議会事務局執務室　の移動について

【３月定例会の日程】総合文化センター講堂

開　　会　令和4年2月22日(火)　

議案上程　令和4年2月25日(金)　

一般質問　令和4年3月17日(木)　午前９時から

一般質問　令和4年3月18日(金)　

閉　　会　令和4年3月23日(水)　

※議第85号～議第91号は、内容を分かり易くするため、議案名の後に【　】で補足しています。

案　件 議案番号 議　案　名 採決結果付託先

本会議にて議長が行う「議会に関係のある閉会中の出来事や、
法令等に基づき議長に提出された事項の報告」に対する質疑です。

改修工事に伴い、正副議長室、議会事務局執務室は、市庁舎４階全員協議会室に移動しています。
【期間】　令和４年１月４日～令和４年３月下旬（予定）

市政一般質問・報告に対する質疑・一般質問気になるその後議決結果一覧・3月定例会のお知らせ
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令和４年１月より、議場など市庁舎５階の改修工事を行っています。
令和４年3月定例会は総合文化センター３階講堂で開催します。
傍聴される方はお間違えのないようご注意ください。
※傍聴の受付は、講堂の前で行います。

三輪田幸泰（新政クラブ）

　
　
ご
み
の
減
量
化
の
た
め
に

必
要
な
取
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
本
市
と
し
て
は
、
排
出
を

抑
制
し
ご
み
の
減
量
化
を
進
め

る
一
方
で
、
再
資
源
化
に
よ
り

焼
却
処
分
や
埋
め
立
て
処
分
し

て
い
る
ご
み
を
資
源
ご
み
に
移

行
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

に
基
づ
く
分
別
収
集
対
象
品
目

の
う
ち
、
本
市
で
は
ビ
ン
類
、

紙
包
装
の
分
別
収
集
を
行
な
っ

て
い
る
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

に
つ
い
て
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

及
び
食
品
の
白
色
ト
レ
イ
の
み

で
あ
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

包
装
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
開
始
す

る
た
め
に
は
市
民
の
協
力
も
必

要
だ
が
、
ご
み
処
理
コ
ス
ト
の

増
加
な
ど
の
課
題
が
生
じ
る
。

　
東
濃
５
市
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
減
量
化
施
策
の
状
況
は

さ
ら
な
る
ご
み
減
量
化
に
向
け
て

　
　
ご
み
の
減
量
化
の
た
め
の

施
策
の
実
施
状
況
は
ど
の
よ
う

か
。

　
　
ご
み
の
排
出
抑
制
の
た
め

の
施
策
と
し
て
５
項
目
「
ご
み

処
理
手
数
料
の
適
正
化
」「
環

境
出
前
講
座
」「
マ
イ
バ
ッ
ク
、

マ
イ
ボ
ト
ル
、
マ
イ
箸
な
ど
の

使
用
の
推
進
」「
分
か
り
や
す

い
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
、
ご
み
分

別
冊
子
の
作
成
」「
市
の
処
理

す
る
産
業
廃
棄
物
の
見
直
し
」

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。「
ご

み
処
理
手
数
料
の
適
正
化
」「
市

の
処
理
す
る
産
業
廃
棄
物
の
見

直
し
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

か
ら
今
年
度
に
か
け
て
大
き
な

動
き
の
あ
っ
た
施
策
で
あ
る
。

　
　
　【
経
済
部
次
長
】

問答 問答

容
器
包
装
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
現

状
は
、
本
市
と
同
様
で
あ
る
が
、

国
か
ら
地
球
温
暖
化
対
策
を
絡

め
た
分
別
収
集
の
要
請
の
強
ま

り
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
情
報

を
密
に
し
な
が
ら
協
力
体
制
が

取
れ
る
こ
と
が
な
い
か
等
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
経
済
部
次
長
】

ごみ集積所の資源ごみ

一般質問 気になる その後
瑞浪市の公立幼児園で

保育ICTシステム「CoDMON」
が導入されました

　令和３年度に、登降園管理やお知らせ
一斉配信などの事務作業の省力化や保
育士の業務負担軽減を目的とした保育
ICTシステム「CoDMON」を１園に試験
的に導入した。今年度中に全市立幼児
園にWi-F iを整備し、令和４年度に
「CoDMON」を導入（予定）して、保育
現場のICT化を図る。

保育士の負担を軽減
し、保育の質を向上さ

せるため、保育所や幼稚園などの
運営に役立つ機能を備えたＩＣＴシ
ステムを取り入れてはどうか。

ICT活用により一定
の効果が期待できる。

まずは事務事業の効率化につい
て精査し、ICTシステム導入の必
要性を検討したい。また、先進事
例を研究していく中で、費用対効
果についても検証したい。

ICT化で保育の質の向上と保育事務の負担軽減を
 （令和２年３月議会ほかで質問）

一般質問で取り上げた課題が、その後どのように市政に反映され
たのか追跡調査しました。

質問 答弁

報告に対する質疑
教育委員会より提出された「令和３年度瑞浪市教育委員会点検評価報告書」について質疑しました。

問

答

豊かな心の育成が昨年はA評価であったが、本年はC評価
である理由はどのようか。
豊かな心の育成には、「不登校児童生徒の学習復帰の支
援」があるが、支援対象者が増加したことから「課題があ
る」と評価された。今後の対策として、各学校の教育相談
コーディネーターと教育支援センター等が連携を強化し、
不登校の未然防止等に取り組んで行く。

問

答

２年続けて点検評価方法が変更されており、特に今回の点
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一部要領に沿わない箇所があったが今後改正を行う。
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議第 85号
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議第 91号

議第 92号
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議第 94号
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※議第85号～議第91号は、内容を分かり易くするため、議案名の後に【　】で補足しています。

案　件 議案番号 議　案　名 採決結果付託先

本会議にて議長が行う「議会に関係のある閉会中の出来事や、
法令等に基づき議長に提出された事項の報告」に対する質疑です。

改修工事に伴い、正副議長室、議会事務局執務室は、市庁舎４階全員協議会室に移動しています。
【期間】　令和４年１月４日～令和４年３月下旬（予定）

市政一般質問・報告に対する質疑・一般質問気になるその後議決結果一覧・3月定例会のお知らせ
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　令和３年４月から本格導入されたタブレット端末の活用状況を把握すること
を目的に、11月8日に瑞浪中学校、同月10日に稲津小学校で授業の様子を見
学しました。
　瑞浪中学校では、1年生国語、2年生英語、3年生数学の授業、稲津小学校で
は2年生音楽、3年生と6年生の算数の授業における活用状況を授業参観形式
で見学しました。また、両校ともに特別支援学級での活用の様子も見学しまし
た。
　新型コロナを機に急速に導入が進められたタブレット端末ですが、授業では
クラウド上で児童生徒の学びの状況を逐一把握することで先生からの適切な
助言が個別に与えられていたり、体育の授業では自分達の動きを撮影した動
画を足掛かりとして問題点とその解決方法を考えられていたり、学ぶ事に対す
る主体性をタブレットによって引き出されていることが把握出来ました。

　参加した議員からは、学校ごとで活用の差が生まれることを懸念する意
見や、今後の活用方法に関する質問が挙がりました。これに対して学校か
らは、嘱託所員、学校所員及びICT支援員を中心に各校での活用事例を蓄
積し、市全体での共有の知見として活かしていく方針であることや、今後
の活用法として、万が一臨時休校となった時のオンライン授業や、不登校
児童生徒のオンライン上での授業参加等が計画されているとの回答があ
りました。

委員会等の活動報告
経済建設委員会　「波佐見町行政視察」

はさみちょう

ひがしそのぎぐん  はさみちょう

　10月27日(水)　長崎県東彼杵郡波佐見町をオンラインで視察しま
した。波佐見町も、陶磁器生産を地場産業とする歴史あるまちです。
今回オンライン視察という特性を活かし、経済部商工課と共に視察を
行い、波佐見焼のブランディングと中小企業・小規模企業振興基本条
例について学ぶことが出来ました。製陶所跡地をリノベーションした
「西の原」を中心に観光地を整備し、陶器まつりに35万人の誘客に成
功した事例などの紹介を受け、地場産業と観光の関わり方など本市
でも取り組めることを考える時間になりました。

リニア・瑞浪恵那道路・新丸山ダム特別委員会 　「リニア中央新幹線勉強会」
　10月28日(木)　リニア中央新幹線の勉強会を開催しました。JR東海㈱に工事の進捗状況を確認する中で、南垣
外工区内で起きた土砂への産業廃棄物(コンクリート片)の混入や、中津川市瀬戸トンネルで起きた落盤事故につ
いて、多くの質疑がありました。JR東海㈱からは、詳細について調査中との回答でしたが、議会からは安全管理を
徹底するよう強く要望しました。

議員協議会　「市内小中学校でのタブレット活用状況視察」

稲津小学校　授業の様子

瑞浪中学校　授業の様子

教諭との意見交換会

オンラインによる波佐見町視察の様子

新病院建設の動き新病院建設の動き 市民の皆様の大きな関心ごとである病院統合について、
議会内容や進捗状況など随時報告をしてまいります。

第２回東濃中部病院事務組合議会定例会
令和３年10月29日

市民ワークショップ開催
令和３年11月27日、令和３年12月25日

第３回東濃中部病院事務組合議会臨時会
令和３年12月24日

（10月29日組合議会定例会以降の進捗状況）

組合から提出された予算議案 1件、条例議案 1件について、可決としました。

地方公務員法第 58条の 2の規定に基づく、人事行政の運営等の状況の公表に関する条例を制定しました。

組合から提出された予算議案 1件について、可決としました。

補正予算第１号（1,542万2千円）による主な事業

補正予算第２号（1,603万2千円）による主な事業

東濃中部病院事務組合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の制定

多治見市議会議会運営委員会のみなさん

行政視察の受け入れ状況

視察日

視察者

視察の
主な内容

令和３年１０月18日（月）
多治見市議会

【議会運営委員会】
本会議質疑での事前通告制
について

令和３年１１月11日（木）
静岡県袋井市議会
【緑風会】

ごみ処理手数料の改定につ
いて

〇コンストラクションマネジメント業務委託
＊コンストラクションマネジメント（CM）とは、発注
者（東濃中部病院事務組合）の立場に立ち、設計・発注・
施工等の際に「設計の検討」「工程管理」「品質管理」「コ
スト管理」などを行う業務の事です。

　令和４年４月に策定予定の新病院建設基本構想に市民の意見を反映させるため、土岐市、瑞浪市両
市の子育て関係団体、高齢者団体、地域福祉関係団体、経済団体、公募による住民によりワークショッ
プが開催されました。今後、基本構想に基づいて、新病院建設基本計画が策定されます。

〇自然環境調査費負担金
＊土岐市が事業実施をしている病院への道路建設に
かかる環境アセスメント調査に併せ、病院敷地内
についても調査を行い、面積按分により病院組合
が負担するものです。

〇敷地造成基本設計等業務委託
＊実施中の地質調査で、支持基盤
が想定より深く、掘削距離が伸
びるため、調査にかかる増額見
込額を予算計上します。

＊病院敷地部分の分筆のための測
量を行います。

〇地下水脈調査業務委託
＊上水道を含め、２系統以上の水
源を確保する必要があるため、
地下水の活用を検討します。こ
のため「地上電磁探査等」により、
地下水脈調査を行います。

〇高盛土安定性評価業務委託
＊開発許可申請を行うためには、
15ｍ以上の盛土が敷地内にある
場合、高盛土委員会による安定
性評価を行う必要があります。
このため大学に当該業務を委託
します。

感染症・女性専用診療・
在宅医療・訪問医療・診療時間の

延長や、託児施設など
考えてほしい

障がいを持つ方に優しい
病院にしてほしい

交通アクセスを
よくしてほしい

産婦人科・新生児・
小児科がほしい

委員会等の活動報告新病院関連記事・行政視察の受け入れ
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小児科がほしい

委員会等の活動報告新病院関連記事・行政視察の受け入れ
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関連質問

関連質問

関連質問

令和３年度議会報告会 中学生との意見交換会

外国人への支援が少ないので、文化交流の場を作ったらどうか。 質問者　　酒井彩希 さん(北中）問
市での外国人への支援として、ホームページやゴミ分別アプリ等は多言語に対応、市民課の窓口では簡単な英語、韓国語などに
も対応している。駅前のMビルで10月にアメリカのクリエーター集団との交流会が実施されたが、このような事業を重ねていく
中で多文化共生、異文化交流が進むことを願っている。

答

釜戸駅が瑞浪駅と差が広がらないよう整備してほしい。 質問者　　市川　凌 さん(北中）問
釜戸駅は民間企業のJR東海が経営しているので大変難しい問題である。切符販売機などの施設整備のためには利用者を増や
していくことが必要となる。

答

図書館の跡地は、どう利用されるのか。
移転することがまだ正式に決まっているわけではないため、移転決定後の検討課題となる。答

災害時の避難所には食料や生活に必要なものは揃っているのか。 質問者　　林　　弥 さん(北中）問
市では、1,000人が避難した場合3日分の食料を備えており、また災害支援協定を結んでいるため企業から物資の提供が受けられる体
制が整っている。防災の基本は『自助・共助』であり、みなさん自身が防災意識を高めていただき、地域で協力して助け合うことが必要。

答

駅周辺開発により人口密度が高くなり、騒音問題、ごみ問題がおきるのではないか。 質問者　　内田有香 さん(南中）
駅周辺開発計画では住宅や商業施設の整備により、賑わいがあり魅力のある瑞浪の玄関口づくりを検討されている。
騒音問題と住みやすさは分けにくいが、建物を建設する際は防音対策をするなど配慮されると考える。

答

市民が安全安心に生活できるよう、街灯を増やしてほしい。 質問者　　伊藤雄星 さん(瑞中）問
現在、市が設置した街灯は4,594灯あり、各自治会で管理され、電気代も自治会が負担している。令和3年からは、自治会が街灯
を設置し、それに対して市が補助金を交付する形をとっている。暗くて街灯が必要な場合は、まずは自治会にご相談を。

答

ポイ捨て防止のため、地域共有のごみ箱を設置してはどうか。 質問者　　木股快斗 さん(瑞中）問
以前は公共施設にもゴミ箱が設置されていたが、瑞浪市では「町をきれいにする条例」を制定し、自分で出したゴミは自分で持ち
帰ることを基本とし、ごみ箱の設置を減らしている。自分のごみは自分で持ち帰ることを推進しましょう。

答

瑞浪市はポイ捨てが多いと思うが、何か対策はあるのか。 質問者　　伊藤小桜 さん(瑞中）
市内全域を「環境美化監視委員」がボランティアで見回り、ごみを拾ってもらっている。ゴミが捨てられているとそこへまたゴミが
捨てられる傾向があるので、みなさんもごみを見つけたら拾って自分のまちをきれいにしましょう。

答

質問者　　大橋宏紀 さん(瑞中）問

現在、市民が中心となって検討している駅周辺の再開発では、駅北に図書館や文化センターなどの複合施設の整備を計画している。BGM
が流れゆっくりくつろげるカフェを併設した明るいサロン型図書館の整備が要望されている。ぜひ皆さんからも意見を伝えてほしい。

図書館利用者が少ないため魅力ある図書館とするために、学習室を増やしたり、もっと光を
取り入れてほしい。

答

質問者　　大島寛奈 さん(南中）問

自転車での通行が危険な通学路は、瑞浪市通学路安全対策プログラムに沿って必要な対策が講じられるので学校へご相談を。
土砂災害への対応は、現在応急措置がされているが、今年夏の大雨による災害対応を含め順次行われる予定である。

道路がガタガタで自転車での通行が危険な場所があるのでなおしてほしい。
道路の土砂災害に対する復旧工事を早くしてほしい。

答

質問者　　加知俊太郎 さん(瑞中）

歩道に雑草が多くて歩きにくいので、それも含めて道路整備を検討してほしい。関連質問
国道、県道、市道ともにすべての道路の状況を道路管理者が確認することは難しい。危険な場合はご連絡をいただきたい。道路
清掃は、道路使用者や周辺地域の方に定期的にボランティアによる清掃をお願いしている。

答

地元に小学生が安心して遊べる公園を作ってほしい。問
瑞浪市には30か所の都市計画公園、近隣公園等があり、地域のみなさんと連携を取りながら市が管理している。現況では財政
面や設置場所、維持管理等の問題があるため新たな公園の設置は難しい状況である。

答

学校でコバエが大量発生していて集中できない。市では対策を考えているのか。問
「クロバネキノコバエ」の生態については不明な点が多いが、現在県が主体となり保健環境研究所と製薬会社が殺虫剤の研究を進めて
いる。また岐阜大学でも発生を防ぐための研究をしており結果が待れるところである。まずは、学校内でできる対策を検討して実行を。

答

質問者　　桑原漣成 さん(北中）

質問者　　正村亜衣留 さん(南中）

質問者　　内田有香 さん(南中）

　令和3年10月5日社会科の授業の時間に、市立中学３年生全員にオンラインで、瑞浪市の現状と課題、またその
課題に対してみなさんにできることは何かについてお話し、中学３年生からは身近な問題、将来に向けての課題な
ど554件もの質問、ご意見をいただきました。そのうち、各中学校で３問に絞られた質問等について、令和3年11月
2日に議場で、各中学校の代表生徒(生徒会役員）から質疑があり、議員が答弁しました。質問席で堂々と質問を述
べ、議員の答弁に対して自分の考えや意見を的確に述べている姿に、瑞浪の明るい未来を感じました。

●意見交換会 出席生徒
瑞浪南中学校
瑞浪南中学校
瑞浪南中学校
瑞浪南中学校

瑞浪北中学校
瑞浪北中学校
瑞浪北中学校
瑞浪北中学校
瑞浪北中学校

大島　寛奈 さん　
正村　亜衣留 さん
塚本　翔星 さん
内田　有香 さん

市川　凌 さん
桑原　漣成 さん
林　　弥 さん
林　　湊人 さん
酒井　彩希 さん

瑞浪中学校
瑞浪中学校
瑞浪中学校
瑞浪中学校
瑞浪中学校
瑞浪中学校

大橋　宏紀 さん
伊藤　雄星 さん
木股　快斗 さん
伊藤　小桜 さん
有賀　水咲 さん
加知　俊太郎 さん

QRコードから
中学生との意見
交換会の様子
（動画等）をご覧
になれます。

※QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

令和3年度議会報告会 中学生との意見交換会令和3年度議会報告会 中学生との意見交換会
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関連質問

関連質問

関連質問

令和３年度議会報告会 中学生との意見交換会

外国人への支援が少ないので、文化交流の場を作ったらどうか。 質問者　　酒井彩希 さん(北中）問
市での外国人への支援として、ホームページやゴミ分別アプリ等は多言語に対応、市民課の窓口では簡単な英語、韓国語などに
も対応している。駅前のMビルで10月にアメリカのクリエーター集団との交流会が実施されたが、このような事業を重ねていく
中で多文化共生、異文化交流が進むことを願っている。

答

釜戸駅が瑞浪駅と差が広がらないよう整備してほしい。 質問者　　市川　凌 さん(北中）問
釜戸駅は民間企業のJR東海が経営しているので大変難しい問題である。切符販売機などの施設整備のためには利用者を増や
していくことが必要となる。

答

図書館の跡地は、どう利用されるのか。
移転することがまだ正式に決まっているわけではないため、移転決定後の検討課題となる。答

災害時の避難所には食料や生活に必要なものは揃っているのか。 質問者　　林　　弥 さん(北中）問
市では、1,000人が避難した場合3日分の食料を備えており、また災害支援協定を結んでいるため企業から物資の提供が受けられる体
制が整っている。防災の基本は『自助・共助』であり、みなさん自身が防災意識を高めていただき、地域で協力して助け合うことが必要。

答

駅周辺開発により人口密度が高くなり、騒音問題、ごみ問題がおきるのではないか。 質問者　　内田有香 さん(南中）
駅周辺開発計画では住宅や商業施設の整備により、賑わいがあり魅力のある瑞浪の玄関口づくりを検討されている。
騒音問題と住みやすさは分けにくいが、建物を建設する際は防音対策をするなど配慮されると考える。

答

市民が安全安心に生活できるよう、街灯を増やしてほしい。 質問者　　伊藤雄星 さん(瑞中）問
現在、市が設置した街灯は4,594灯あり、各自治会で管理され、電気代も自治会が負担している。令和3年からは、自治会が街灯
を設置し、それに対して市が補助金を交付する形をとっている。暗くて街灯が必要な場合は、まずは自治会にご相談を。

答

ポイ捨て防止のため、地域共有のごみ箱を設置してはどうか。 質問者　　木股快斗 さん(瑞中）問
以前は公共施設にもゴミ箱が設置されていたが、瑞浪市では「町をきれいにする条例」を制定し、自分で出したゴミは自分で持ち
帰ることを基本とし、ごみ箱の設置を減らしている。自分のごみは自分で持ち帰ることを推進しましょう。

答

瑞浪市はポイ捨てが多いと思うが、何か対策はあるのか。 質問者　　伊藤小桜 さん(瑞中）
市内全域を「環境美化監視委員」がボランティアで見回り、ごみを拾ってもらっている。ゴミが捨てられているとそこへまたゴミが
捨てられる傾向があるので、みなさんもごみを見つけたら拾って自分のまちをきれいにしましょう。

答

質問者　　大橋宏紀 さん(瑞中）問

現在、市民が中心となって検討している駅周辺の再開発では、駅北に図書館や文化センターなどの複合施設の整備を計画している。BGM
が流れゆっくりくつろげるカフェを併設した明るいサロン型図書館の整備が要望されている。ぜひ皆さんからも意見を伝えてほしい。

図書館利用者が少ないため魅力ある図書館とするために、学習室を増やしたり、もっと光を
取り入れてほしい。

答

質問者　　大島寛奈 さん(南中）問

自転車での通行が危険な通学路は、瑞浪市通学路安全対策プログラムに沿って必要な対策が講じられるので学校へご相談を。
土砂災害への対応は、現在応急措置がされているが、今年夏の大雨による災害対応を含め順次行われる予定である。

道路がガタガタで自転車での通行が危険な場所があるのでなおしてほしい。
道路の土砂災害に対する復旧工事を早くしてほしい。

答

質問者　　加知俊太郎 さん(瑞中）

歩道に雑草が多くて歩きにくいので、それも含めて道路整備を検討してほしい。関連質問
国道、県道、市道ともにすべての道路の状況を道路管理者が確認することは難しい。危険な場合はご連絡をいただきたい。道路
清掃は、道路使用者や周辺地域の方に定期的にボランティアによる清掃をお願いしている。

答

地元に小学生が安心して遊べる公園を作ってほしい。問
瑞浪市には30か所の都市計画公園、近隣公園等があり、地域のみなさんと連携を取りながら市が管理している。現況では財政
面や設置場所、維持管理等の問題があるため新たな公園の設置は難しい状況である。

答

学校でコバエが大量発生していて集中できない。市では対策を考えているのか。問
「クロバネキノコバエ」の生態については不明な点が多いが、現在県が主体となり保健環境研究所と製薬会社が殺虫剤の研究を進めて
いる。また岐阜大学でも発生を防ぐための研究をしており結果が待れるところである。まずは、学校内でできる対策を検討して実行を。

答

質問者　　桑原漣成 さん(北中）

質問者　　正村亜衣留 さん(南中）

質問者　　内田有香 さん(南中）

　令和3年10月5日社会科の授業の時間に、市立中学３年生全員にオンラインで、瑞浪市の現状と課題、またその
課題に対してみなさんにできることは何かについてお話し、中学３年生からは身近な問題、将来に向けての課題な
ど554件もの質問、ご意見をいただきました。そのうち、各中学校で３問に絞られた質問等について、令和3年11月
2日に議場で、各中学校の代表生徒(生徒会役員）から質疑があり、議員が答弁しました。質問席で堂々と質問を述
べ、議員の答弁に対して自分の考えや意見を的確に述べている姿に、瑞浪の明るい未来を感じました。

●意見交換会 出席生徒
瑞浪南中学校
瑞浪南中学校
瑞浪南中学校
瑞浪南中学校

瑞浪北中学校
瑞浪北中学校
瑞浪北中学校
瑞浪北中学校
瑞浪北中学校

大島　寛奈 さん　
正村　亜衣留 さん
塚本　翔星 さん
内田　有香 さん

市川　凌 さん
桑原　漣成 さん
林　　弥 さん
林　　湊人 さん
酒井　彩希 さん

瑞浪中学校
瑞浪中学校
瑞浪中学校
瑞浪中学校
瑞浪中学校
瑞浪中学校

大橋　宏紀 さん
伊藤　雄星 さん
木股　快斗 さん
伊藤　小桜 さん
有賀　水咲 さん
加知　俊太郎 さん

QRコードから
中学生との意見
交換会の様子
（動画等）をご覧
になれます。

※QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

令和3年度議会報告会 中学生との意見交換会令和3年度議会報告会 中学生との意見交換会
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No.57　令和4年2月1日号

2～3
4～10
10
11
12
13

14～15
16

委員会の審査報告
市政一般質問
報告に対する質疑・一般質問気になるその後
議決結果一覧・3月定例会のお知らせ
委員会等の活動報告
新病院関連記事・行政視察の受け入れ
令和3年度議会報告会 中学生との意見交換会
意見募集・回答・編集後記

みずなみ議会ちゃんねる。
あなたと議会をつなぐお届け便

市議会ホームページ

令和 3年 11月2日（火）令和３年度議会報告会～中学生との意見交換会～
　市議会議場に瑞浪市立各中学校の代表生徒を招いて、令和３年度議会報告会として『中学生との意見交
換会』を開催しました。
　各中学校３年生により考えられた「自分たちが住むまちの課題」や「瑞浪市の将来」に対する意見・提案等
が、代表生徒により述べられました。各中学校のそれぞれの意見等を真摯に受け止め、議員が答弁しました。

※中学生との意見交換会の特集はP14、P15にあります。

平成30年6月議会で、幼少期から大人になるまでの母子手帳
の採用について一般質問しています。今後のこども庁設置に
伴い、切れ目のない手帳が実現するよう、今後も提案してい
きたいと考えています。

こども庁の設置は大賛成です。母子手帳が成人するまで1冊
見ればすべてが分かるようになると思います。

現状は、紙面の都合等により、掲載を見
送っておりましたが、今後、ホームページ
と連携した紙面づくりを検討していきま
す。

「ホームページをご覧ください」や「ホー
ムページに記載しています」は、アドレス
や検索方法を記載すべきと思います。

ありがとうございます。見やすくわかりやすいペー
ジ作りを目指してきました。今後も皆様の手に取っ
ていただける冊子になるよう努力します。

文字の大きさが見やすく、色使いがあることで、
読みやすさがさらに向上していると思う。
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事
前
レ
ク

チ
ャ
ー
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
、

な
ん
と
5
０
０
以
上
の
質
問
も
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
答
え
に
つ
い
て

も
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
思
う
よ
う
な
活
動

が
で
き
な
か
っ
た
面
も
あ
り
ま
す
が
、

一
年
間
「
議
会
ち
ゃ
ん
ね
る
。」
を
読

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
て
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

委
員
　
榛
葉
　
利
広

３
月
定
例
会
の
予
定

編
集
後
記

◆
会
期

　２
月
2２
日（
火
）〜
３
月
２３
日（
水
）

◆
市
政一般
質
問

　3
月
17
日（
木
）9
時
〜

　3
月
18
日（
金
）9
時
〜

◆
会
場 

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
講
堂

瑞浪市議会や、「議会ちゃんねる。」に対する
ご意見・ご要望をお聞かせください。

メール　gikaigikai@city.mizunami.lg.jp　　ＦＡＸ　0572-68-2043

選挙や不在者投票の効率化についてご意見をいただきました。

「議会ちゃんねる。」へのご意見にお答えします！

　10月31日投開票が行われた衆議院議員選挙の際、不都合を感じられた市内の高校
から、「オンライン投票の実施」や「不在者投票の申請をオンライン化して効率化
を図られたい」など、貴重なご意見をいただきました。オンライン投票やオンライ
ンによる申請は全国的に共通する事項であり、公職選挙法にかかる内容のため、瑞
浪市選挙管理委員会に確認し、ご意見をいただいた高校へ文書にて回答しました。

議員の答弁を真剣なまなざしで聞く生徒

16

意見募集・回答・編集後記

発
行
／
瑞
浪
市
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

TEL／
0572-67-1112　

FAX／
0572-68-2043　

E-m
ail／

gikai@
city.m

izunam
i.lg.jp


